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武
蔵
大
学
剣
道
部
は
⚑
⚙
⚕
⚙
年
（
昭
和
34
年
）
11
月
に
初
代
剣
友
会
会
長
長
谷
川
勲
先
輩
を
中
心
と
し
た
会
員
⚖
名
の
剣

道
同
好
会
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
⚑
⚙
⚖
⚐
年
（
昭
和
35
年
）
12
月
に
部
へ
の
昇
格
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
年
に
行
わ
れ
た

四
大
戦
男
子
団
体
準
優
勝
の
成
績
が
、
剣
道
部
の
最
も
古
い
大
会
成
績
と
し
て
剣
道
部
年
譜
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
⚑

⚙
⚙
⚐
年
（
平
成
⚒
年
）
に
30
周
年
記
念
式
典
、
⚒
⚐
⚐
⚐
年
（
平
成
12
年
）
に
40
周
年
記
念
式
典
、
そ
し
て
⚒
⚐
⚑
⚐
年
（
平

成
22
年
）
に
50
周
年
式
典
と
周
年
行
事
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
佐
藤
則
夫
前
剣
友
会
会
長
を
中
心

に
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
（
令
和
⚒
年
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
60
周
年
記
念
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
、
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
数
年
間
の
空
白
は
、
世
代
間
の
繋
が
り
の
希
薄
化
に
拍
車
を
か
け
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
時
、
現
役
の
学
生
部
員
か
ら
次
の
よ
う
な
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
先
輩
、
僕
た
ち
、
も
っ
と
武
蔵
大
学
剣
道
部
の
歴
史
を
知
り
た
い
で
す
。」

こ
の
一
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
語
り
伝
え
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
代
間
の
繋
が
り
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
願
い
か
ら
、
創

部
65
周
年
記
念
懇
親
会
の
開
催
、
あ
わ
せ
て
記
念
誌
「
剣
縁
ー
伝
え
合
う
武
蔵
の
心
ー
」
の
発
行
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
誌
は
、
次
の
四
部
を
柱
に
編
集
し
ま
し
た
。

第
一
部
は
「
武
蔵
大
学
剣
道
部
の
成
り
立
ち
」
と
し
て
、
武
蔵
大
学
剣
道
部
創
部
の
功
労
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
⚙
名
の
先
生
・

先
輩
方
の
文
章
を
、
過
去
の
記
念
誌
か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
掲
載
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
「
剣
道
部
創
成
期
の
思
い
出
」
と
し
て
、
⚖
名
の
先
輩
方
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
先
輩
方
の
文
章
か
ら
感
じ
る
瑞
々
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
半
世
紀
以
上
前
の
思
い
出
は
、
時
を
経
て
な
お
輝
き
を
放
ち
続

け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

第
三
部
は
、
平
成
23
年
か
ら
昨
年
度
ま
で
、
16
年
間
の
卒
業
生
の
方
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
の
思
い
出
に
つ
い
て
の
原
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
16
年
と
い
う
歳
月
を
文
章
を
通
し
て
拝
見
す
る
と
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
思
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
の

ご
苦
労
な
ど
が
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

第
四
部
は
、
今
ま
さ
に
学
業
と
両
立
し
剣
道
部
で
の
活
動
に
励
ん
で
い
る
「
現
役
剣
道
部
員
の
紹
介
」
で
す
。
現
主
将
の
土

方
君
の
言
葉
と
、
全
部
員
の
紹
介
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
誌
を
通
し
て
、
お
互
い
の
繋
が
り
を
確
か
め
合
い
、
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
剣
道
部
佐
々
木
陽
信
先
輩
が
私
た
ち
に

残
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
剣
縁
」
と
い
う
言
葉
に
、
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
武
蔵
大
学
剣
道
部
の
、
そ

し
て
武
蔵
大
学
剣
道
部
剣
友
会
の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
、
記
念
誌
前
書
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
⚘
年
⚔
月

武
蔵
大
学
剣
友
会

前
書
き
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本誌のタイトルである「剣縁」は読んで字の如し、説明の要はありませんが、この言葉は、
故佐々木陽信氏（旧制高校⚕期卒、日本鉱業（現ＪＸ金属）の社長、会長を務められた。）
が昔から好んで使われていました。
武蔵大学剣道部と武蔵高校剣友会の固い絆もこの「剣縁」によるものです。
写真は、故佐々木先輩の揮毫された「剣縁」。この剣縁の手拭を使って稽古に励んだ剣友
会員も大勢いることと思います。

剣 縁
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写
真
で
綴
る
65
年

昭和35年頃
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昭和41年 四大戦初優勝



─ 5 ─



─ 6 ─

昭和51年 夏合宿

昭和52年 夏合宿
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記 念 誌 の 変 遷
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旧
制
の
先
輩
方
と
の
思
い
出
の
写
真

萩生先輩退官慰労会（日鉱城山寮）

全国の旧制先輩方との合同稽古会（衆議院道場）
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同 上

旧制剣道部一期生八藤東禧先輩還暦祝賀会
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景山先輩全剣連会長就任祝賀会

景山先輩全剣連会長就任記念稽古会
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大野先輩範士授与祝賀会

武安先輩全剣連会長就任祝賀会

 目 次
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旧制の先輩方との初合宿（奥多摩錬心館）昭和52年⚕月⚗日

同 上

旧
制
高
専
剣
道
大
会
に
向
け
た
旧
制
の
先
輩
方
と
の
合
同
合
宿



─ 13 ─

旧制の先輩方との合宿（山梨県三つ峠村営体育館）

同 上
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前
書
き

1

剣
縁
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

2

写
真
で
綴
る
65
年

3

目
次

14

第
一
部

武
蔵
大
学
剣
道
部
の
歴
史

武
蔵
大
学
剣
道
部
「
祝
」
30
周
年

武
蔵
大
学

初
代
剣
道
部
師
範

関
根

日
吉

18

光
陰
矢
の
如
し

武
蔵
大
学

初
代
剣
道
部
師
範

関
根

日
吉

19

大
学
錬
心
30
年

武
蔵
大
学

初
代
剣
道
部
部
長

伊
能

敬

20

武
蔵
大
学
剣
道
部
設
立
40
年
を
祝
う

元
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長

武
安

義
光

21

武
高
剣
友
会
と
武
蔵
大
学
剣
道
部

根
津
育
英
会
専
務
理
事

武
高
剣
友
会
幹
事

荻
生

敬
一

22

戦
後
「
錬
心
館
」
再
建
の
思
い
出

武
高
剣
友
会
幹
事

川
上

玄

25

剣

縁

元
日
本
鉱
業
株
式
会
社
社
長

佐
々
木
陽
信

26

剣

縁

財
団
法
人
神
道
大
系
編
纂
会

常
務
理
事

大
野

健
雄

28

こ
れ
か
ら
の
剣
友
会
―
生
涯
剣
道
を
目
指
し
て
―

武
蔵
大
学
剣
友
会

初
代
会
長

長
谷
川

勲

30

大
学
剣
道
部
当
初
の
想
い
出

武
蔵
大
学
剣
友
会

第
二
代
会
長

土
屋

一
徳

31

第
二
部

剣
道
部
創
成
期
の
先
輩
方
か
ら
後
輩
へ

｢弥
栄
」
の
こ
と

昭
和
39
年
卒

岡
田

行
一

36

四
大
学
剣
道
大
会
初
優
勝

昭
和
41
年
卒

伊
藤

巌

36

日
鉱

城
山
寮

昭
和
43
年
卒

水
木

征
二

38
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関
根
日
吉
範
士
か
ら
受
け
た
教
え

昭
和
44
年
卒

紙
谷

正
之

39

日
曜
稽
古

昭
和
44
年
卒

石
井

経
剛

40

創
部
65
周
年
に
寄
せ
て

昭
和
48
年
卒

田
中

伸
和

41

武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成
大
会
の
歴
史

昭
和
57
年
卒

赤
尾

嘉
一

42

第
10
回
武
蔵
大
学
剣
道
部
高
校
生
錬
成
大
会
を
観
戦
し
て

昭
和
44
年
卒

紙
谷

正
之

43

第
10
回
武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
大
会
を
見
に
行
っ
た
感
想

昭
和
39
年
卒

日
暮

道
生

43

第
10
回
記
念
武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成
大
会

審
判
長
講
評

警
視
庁
主
席
剣
道
師
範

西
川
清
紀
先
生
44

剣
道
部
愛
唱
歌
紹
介

大
学
讃
歌

西
征
行

武
蔵
剣
道
小
唄

惜
別
の
賦

46

第
三
部

平
成
23
年
～
令
和
⚗
年
卒
業
生

⚔
年
間
の
思
い
出

剣
道
部
へ
の
想
い

平
成
23
年
卒

中
村

亮
太

51

私
の
過
ご
し
た
⚔
年
間

平
成
24
年
卒

加
部

雄
平

51

大
学
か
ら
始
め
た
剣
道

平
成
24
年
卒

川
上

舞

（
旧
姓

野
沢
）

52

剣
道
を
好
き
に
な
れ
て
よ
か
っ
た

平
成
25
年
卒

高
橋

輝

53

素
晴
ら
し
い
出
会
い

平
成
26
年
卒

髙
橋

舞

（
旧
姓

倉
林
）

53

挑
戦
と
感
謝

平
成
27
年
卒

川
邉

翔

54

⚔
年
間
の
思
い
出

平
成
28
年
卒

野
村

竜
生

54

学
び
の
⚔
年
間

平
成
29
年
卒

鈴
木
弘
二
郞

55

剣
道
部
の
転
機
と
主
将
の
理
想
像

平
成
30
年
卒

麻
生

周
馬

56

剣
と
共
に

令
和
31
年
卒

髙
橋

耕
陽

57
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勝
敗
を
越
え
て
得
た
も
の

令
和
⚒
年
卒

鈴
木

拓
海

58

コ
ロ
ナ
禍
で
学
び
得
た
剣
縁

令
和
⚓
年
卒

金
本

龍
輔

59

仲
間
と
掴
ん
だ
新
人
戦
の
舞
台

令
和
⚓
年
卒

関
根

実
紗

59

あ
の
頃
は
気
づ
か
な
か
っ
た
日
常

令
和
⚓
年
卒

岡
田

康
代

60

武
蔵
大
学
剣
道
部
⚔
年
間
の
思
い
出

令
和
⚔
年
卒

嶋
村

優

60

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
大
会
個
人
戦
出
場

令
和
⚔
年
卒

酒
井

実
祐

61

新
し
い
風
と
伝
統

令
和
⚕
年
卒

菅
田
康
二
郎

62

皆
さ
ま
お
久
し
ぶ
り
で
す
！

令
和
⚕
年
卒

富
田
あ
す
か

（
旧
姓

石
山
）

63

夏
合
宿
再
開

令
和
⚖
年
卒

金
井

將
瑛

64

女
子
部
の
再
出
発

令
和
⚖
年
卒

安
住

幸
恵

64

⚒
⚐
⚒
⚔
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

令
和
⚗
年
卒

倉
島

春
太

65

個
性
豊
か
な
10
人

卒
和
⚗
年
卒

鈴
木

愛
梨

66

剣
縁
に
感
謝

卒
和
⚘
年
卒

佐
野

一
帆

67

第
四
部

現
役
部
員
の
青
春

69

武
蔵
大
学
剣
道
部
年
譜

81

武
蔵
大
学
剣
道
部
剣
道
部
規
約

86

武
蔵
大
学
剣
道
部
剣
友
会
規
約

90

編
集
後
記

93
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第
一
部武

蔵
大
学
剣
道
部
の
歴
史
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昭和61年 年越稽古（旧制の先輩と）
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第
二
部剣

道
部
創
成
期
の

先
輩
方
か
ら
後
輩
へ



｢弥
栄
」
の
こ
と

昭
和
39
年
卒

岡
田

行
一

武
蔵
大
学
剣
道
部
の
歴
史
は
、
昭
和
34
年
に
長
谷
川
勲
先
輩
（
武
蔵
高
校
卒
）

が
「
同
好
会
」
を
発
足
さ
せ
、
36
年
に
文
連
・
体
連
と
の
豊
か
な
人
脈
に
よ
り

「
部
」
に
昇
格
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

私
は
35
年
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
剣
道
場
（
川
上
錬
心
館
）
に
行
っ
て
み
る

と
、
卓
球
台
が
あ
っ
て
中
学
生
が
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
、

同
期
で
剣
道
の
伝
統
校
榛
原
高
校
卒
の
小
池
幸
夫
君
が
立
ち
直
し
て
く
れ
ま
し

た
。
剣
道
の
所
作
か
ら
練
習
方
法
ま
で
、
長
谷
川
先
輩
と
小
池
君
が
い
な
か
っ

た
ら
、
武
蔵
大
学
剣
道
部
が
隆
盛
を
見
る
の
は
、
も
っ
と
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

38
年
に
は
景
山
二
郎
（
旧
制
武
蔵
高
卒
）
先
輩
が
「
三
顧
の
礼
」
を
以
て
、

警
視
庁
の
助
教
を
さ
れ
て
い
た
関
根
日
吉
氏
に
師
範
を
お
願
い
し
、
剣
道
部
長

に
も
旧
制
武
蔵
高
校
の
伊
能
敬
教
授
が
着
任
さ
れ
る
等
、
部
と
し
て
の
体
制
が

整
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
整
備
さ
れ
始
め
た
剣
道
部
に
、
旧
制
武
蔵
高
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
が

応
援
・
激
励
稽
古
に
来
て
く
れ
た
の
で
す
。

(敬
称
略
）
大
野
健
雄
・
景
山
二
郎
・
野
中
忠
夫
・
武
安
義
光
・
打
木
城
太
郎
・

荻
生
敬
一
・
中
谷
林
太
郎
・
川
上
玄
、
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
の
歴
史
を
語
る
と
き
、
旧
制
武
蔵
高
の
皆
さ
ん
の
御
恩
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
稽
古
が
終
わ
る
と
師
範
室
で
車
座

に
な
り
、
先
輩
方
が
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
万
歳
と

弥
栄
」
の
違
い
を
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。「
万
歳
」
に
は
一
万
年
の
歳
月
に
栄

え
あ
れ
と
い
う
、
時
間
を
考
慮
し
て
の
繫
栄
感
が
あ
る
。
し
か
し
「
弥
栄
」
は

違
う
。
万
年
等
と
い
う
単
位
で
は
な
く
「
弥
栄
」
に
は
瞬
時
に
も
全
力
を
尽
く

し
、
そ
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
永
遠
の
繁
栄
を
期
す
る
と
い
う
精
神
的

な
考
え
方
で
あ
る
、
等
々
。

｢よ
し
ッ
、
こ
れ
を
武
蔵
の
支
柱
に
し
よ
う
！
」
と
そ
れ
か
ら
の
コ
ン
パ
の
終

わ
り
等
で
は
、「
ま
す
ま
す
栄
え
あ
れ
」
と
、
弥
栄
を
三
唱
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

錬
心
館
の
歴
史
は
古
く
、
旧
制
武
蔵
高
校
の
剣
道
場
＝
錬
心
館
は
、
昭
和
⚒

年
に
建
立
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
年
（
令
和
⚗
年
）
で
九
十

九
年
に
な
り
ま
す
。
お
よ
そ
百
年
を
有
す
る
武
蔵
大
学
の
「
錬
心
館
剣
道
」
の

ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
弥
栄
!!

四
大
学
剣
道
大
会
初
優
勝

昭
和
41
年
卒

伊
藤

巖

創
部
65
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
41
年
10
月
29
日
、
こ
の
日
は
武
蔵
大
学
剣
道
部
が
四
大
学
剣
道
大
会
で

初
優
勝
し
た
日
で
す
。

更
に
同
年
11
月
20
日
、
こ
の
年
の
春
か
ら
参
加
し
た
東
都
十
大
学
大
会
で
同

じ
く
初
優
勝
し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
達
が
⚔
年
生
の
時
で
、
あ
の
時
の

感
動
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
快
挙
を
遡
る
事
⚓
年
半
余
り
前
の
昭
和
38
年
、
自
分
達
が
入
部
し
ま
し

た
。
同
期
は
14
名
で
し
た
。
こ
の
当
時
の
武
蔵
は
経
済
学
部
の
み
の
単
科
大
学

で
、
学
生
数
も
少
な
く
、
剣
道
部
も
⚒
年
生
以
上
を
併
せ
て
13
名
で
、
自
分
ら

が
入
部
し
て
一
気
に
倍
増
と
な
っ
た
訳
で
す

こ
の
当
時
の
剣
道
部
長
は
伊
能
教
授
、
師
範
は
関
根
先
生
、
監
督
は
部
創
設

者
の
長
谷
川
先
輩
。
こ
の
体
制
の
下
、
四
大
学
優
勝
を
勝
ち
取
る
べ
く
関
根
師

範
の
厳
し
い
指
導
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

師
範
の
指
導
は
剣
の
技
の
向
上
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
精
神
面
を
鍛
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え
る
事
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
勝
ち
に
対
す
る

執
念
、
相
手
に
呑
ま
れ
な
い
気
力
、
苦
し
い
と
き
に
踏
ん
張
れ
る
力
、
こ
れ
ら

を
自
分
達
に
植
え
つ
け
る
為
に
厳
し
く
さ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

更
に
旧
制
武
蔵
高
校
剣
道
部
の
先
輩
方
や
大
学
Ｏ
Ｂ
の
方
が
足
繁
く
通
っ
て

頂
い
て
剣
の
指
導
を
頂
い
た
事
が
頭
書
の
快
挙
に
繋
が
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
た
だ
厳
し
い
だ
け
で
は
無
く
、
稽
古
終
わ
り
に
皆
で
車
座
に
な
り
当
時

現
役
の
要
職
に
就
い
て
お
ら
れ
た
師
範
や
旧
制
、
新
制
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
硬
軟
取

り
混
ぜ
た
人
生
の
裏
表
の
話
を
聞
く
の
が
、
当
時
情
報
量
の
少
な
か
っ
た
自
分

達
に
と
っ
て
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。

武
蔵
の
良
き
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
い
で
い
っ
て
下
さ
い
。
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日
鉱

城
山
寮

昭
和
43
年
卒

水
木

征
二

日
鉱
城
山
寮
は
、
旧
制
武
蔵
高
校
剣
道
部
創
成
期
Ｏ
Ｂ
の
「
佐
々
木
陽
信
」

先
輩
が
社
長
、
会
長
を
務
め
ら
れ
た
日
本
鉱
業
㈱
の
社
員
親
睦
施
設
で
す
。
都

内
一
等
地
の
乃
木
坂
近
く
、
料
金
は
格
安
、
雰
囲
気
も
料
理
も
と
て
も
素
敵
な

と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
こ
で
年
⚒
〜
⚓
回
、
旧
制
武
蔵
高
剣
道
部
の
Ｏ
Ｂ
の
親
睦

会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

心
優
し
い
先
輩
方
は
、
新
制
武
蔵
大
学
卒
の
我
々
の
参
加
も
認
め
て
く
だ
さ

り
、
初
代
剣
友
会
長
の
長
谷
川
勲
先
輩
を
筆
頭
に
数
人
が
参
加
し
、
酒
席
を
共

に
し
ま
し
た
。

官
界
、
法
曹
界
、
実
業
界
等
当
時
の
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
方
々
の
形
骸
に
接
す
る
と
は
ま
さ
に
こ
の
事
と
の
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
々
木
陽
信
先
輩
は
、恰
幅
も
よ
く
勢
い
の
あ
る
豪
快
な
剣
を
使
う
方
で
し
た
。

酒
席
も
陽
気
な
話
し
上
手
な
方
で
し
た
。

剣
友
会
の
皆
様
お
な
じ
み
の
「
剣
縁
」
の
言
葉
は
、
佐
々
木
先
輩
の
造
語
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
の
世
代
ま
で
、武
蔵
の
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
輩
が
他
界
さ
れ
た
の
ち
も
、
さ
も
当
然
と
何
も
変
わ
ら
ず
武
高
剣
友
会
の
会

合
は
こ
の
日
鉱
城
山
寮
で
し
た
。

参
加
者
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
皆
様
に
と
っ
て
は
全
日
本
剣
道
連
盟
会

長
を
務
め
ら
れ
た
、
景
山
二
郎
先
輩
、
武
安
義
光
先
輩
が
よ
く
ご
存
じ
の
方
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
先
輩
の
中
で
、
私
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
野
中
忠
夫
先
輩

で
す
。
法
務
省
参
事
官
を
務
め
ら
れ
た
温
厚
な
方
で
し
た
。
剣
道
を
こ
よ
な
く

愛
さ
れ
、
毎
週
土
曜
日
半
ド
ン
明
け
に
道
場
に
顔
を
出
し
、
私
た
ち
と
楽
し
そ

う
に
稽
古
、
そ
の
あ
と
は
正
門
前
に
あ
っ
た
「
南
国
の
オ
バ
ち
ゃ
ん
」
の
と
こ
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ろ
で
一
緒
に
剣
道
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
務

省
に
も
よ
く
お
た
ず
ね
し
、
私
の
仕
事
で
あ
る
債
券
投
資
に
も
顧
客
と
し
て
お

付
き
合
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
う
一
人
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
川
上
玄
先
輩
で
す
。
東
大
建
築
出
、
一

級
建
築
士
と
し
て
の
理
論
派
で
し
た
。
ま
た
、玄
建
築
事
務
所
を
新
宿
に
構
え
、

設
計
施
工
も
手
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
私
も
杉
並
の
自
宅

の
設
計
、
施
工
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
何
よ
り
も
記
憶
に
残
る
の
は
「
旧
錬
心
館
」
で
す
。
先
輩
の
設
計

で
建
築
、「
川
上
錬
心
館
」
と
呼
び
、
武
高
、
武
大
の
剣
道
部
員
は
み
な
こ
こ
で

汗
を
流
し
た
の
で
す
。

こ
の
写
真
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
す
。
中
央
に
武
安
先
輩
が
写
っ
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
大
学
剣
友
会
の
面
々
で
す
。
確
か
「
伊
能
先
生
」
を
偲
ん

で
武
高
の
先
輩
方
が
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

伊
能
先
生
夫
人
の
昌
子
様
、
師
範
の
関
根
日
吉
先
生
の
お
顔
も
見
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
長
谷
川
先
輩
は
じ
め
、
大
勢
の
剣
友
会
員
の
顔
が
あ
り
、
懐
か
し
い

も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
学
剣
道
部
は
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
が
あ
る
の
で
す
。

以
上
、
私
の
思
い
つ
く
ま
ま
を
つ
づ
っ
て
み
ま
し
た
。

関
根
日
吉
範
士
か
ら
受
け
た
教
え昭

和
44
年
卒

紙
谷

正
之

■
私
の
剣
道
人
生
の
原
点

昭
和
30
年
代
、
当
時
の
剣
道
指
導
は
「
身
体
で
覚
え
る
」
こ
と
が
主
流
で
し

た
。
し
か
し
関
根
日
吉
範
士
は
、
私
た
ち
学
生
に
対
し
て
こ
う
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

｢君
た
ち
は
剣
道
の
専
門
家
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
剣
道
に
自
分
の
楽
し

み
を
見
つ
け
、
そ
し
て
将
来
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
基
本
を
教
え
ら

れ
る
剣
道
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。」

こ
の
言
葉
は
、
私
の
剣
道
人
生
を
方
向
づ
け
た
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
体
調
異
変
に
気
づ
き
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

～
大
学
に
入
学
し
た
最
初
の
夏
合
宿
～

稽
古
の
た
び
に
倒
れ
る
…
…
と
い
う
よ
り
私
だ
け
「
気
絶
し
て
し
ま
う
」
よ

う
な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
警
視
庁
流
の
物

凄
い
稽
古
量
で
し
た
。
異
変
に
気
づ
い
た
関
根
先
生
は
、
大
学
病
院
で
の
検
査

を
勧
め
て
く
だ
さ
り
、
そ
こ
で
心
臓
欠
陥
が
見
つ
か
り
、「
剣
道
を
続
け
る
体
で

は
な
い
」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
か
ら
は
当
然
の
よ
う
に
退
部
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
私
は
「
退
部
し
た
」
と
家
族
に
は
伝
え
つ
つ
も
見
取
り
稽
古
を

続
け
ま
し
た
。
⚙
月
の
診
断
か
ら
⚓
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
12
月
、
関
根
先
生
に
こ

う
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
お
前
は
自
分
の
体
の
異
変
が
わ
か
る
の
か
。」

「
倒
れ
る
前
に
は
兆
し
が
あ
り
ま
す
」
と
答
え
る
と
、

「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
前
に
稽
古
を
止
め
る
決
断
が
で
き
る
か
。」

「
で
き
ま
す
」
と
答
え
た
私
に
、
先
生
は
こ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
で
は
、
お
前
だ
け
特
別
に
、
自
分
の
稽
古
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
れ
。」

キ
ャ
プ
テ
ン
の
嶺
岸
先
輩
に
も
話
を
通
し
て
く
だ
さ
り
、
私
は
特
別
な
形
で

稽
古
を
続
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
温
か
い
配
慮
と
信
頼
が
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
79
歳
に
な
っ
た
今
も
剣
道
を
続
け
ら
れ
る
幸
運

継
続
力
は
宝

そ
の
後
私
は
剣
道
を
続
け
、
七
段
ま
で
取
得
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
中

学
校
の
部
活
動
の
指
導
に
も
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
剣
道
は
、
生
涯
を
通
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し
て
私
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
、
関
根
日

吉
範
士
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
あ
の
と
き
の
深
い
理
解
と
励
ま
し
の
お
か
げ
で

す
。

■
先
生
の
言
葉
「
剣
道
は
頭
を
使
え
」

関
根
先
生
は
自
分
の
頭
を
指
さ
し
て
度
々
こ
う
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢こ
の
頭
は
何
の
た
め
に
つ
い
て
い
る
ん
だ
。
し
っ
か
り
頭
を
使
え
。
自
分

な
り
に
工
夫
し
ろ
。」

私
は
今
、
そ
の
言
葉
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

■
感
謝
の
気
持
ち

充
実
し
た
人
生
を
感
じ
つ
つ
、
本
当
に
楽
し
い
剣
道
人
生
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の
出
発
点
に
、
関
根
先
生
の
教
え
と
温
か
さ
が
あ

り
ま
す
。
心
か
ら
、
感
謝
・
感
謝
の
思
い
で
す
。

日
曜
稽
古

昭
和
44
年
卒

石
井

経
剛

六
十
年
前
、
一
般
的
な
社
会
の
休
日
は
日
曜
日
の
み
で
、
土
曜
日
が
午
後
の

半
日
休
暇
で
あ
っ
た
。「
半
ド
ン
」
と
云
っ
た
。

当
時
、
我
々
学
生
の
授
業
や
稽
古
も
週
六
日
で
あ
っ
た
。
授
業
を
サ
ボ
っ
て

も
稽
古
に
は
出
た
。

そ
の
様
な
時
、
当
時
剣
道
部
部
長
で
あ
っ
た
伊
能
先
生
か
ら
嶺
岸
主
将
に
、

日
曜
日
、
道
場
を
旧
制
Ｏ
Ｂ
に
開
放
し
な
い
か
と
示
唆
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

開
放
す
る
と
は
お
か
し
な
話
で
、
道
場
は
戦
災
で
焼
け
た
も
の
を
旧
制
Ｏ
Ｂ
が

寄
付
を
集
め
て
再
建
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
屋
建
て
で
試
合
場
一
面
が
よ
う

や
く
と
れ
る
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
師
範
室
、
防
具
収
納
兼
着
替
え
室
、
外
に
付

属
し
て
便
所
、
シ
ャ
ワ
ー
室
(勿
論
、
水
)が
付
い
て
い
た
。

設
計
者
は
Ｏ
Ｂ
で
、
名
を
と
っ
て
通
称
「
川
上
錬
心
舘
」
と
云
っ
た
。

中
高
校
生
、
学
生
は
使
用
さ
せ
て
も
貰
っ
た
が
、
旧
制
Ｏ
Ｂ
は
来
館
機
会
を

あ
ま
り
作
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
先
生
の
日
曜
稽
古
の
示
唆
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
学
生
に
Ｏ
Ｂ
と
交
流
を
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日

曜
稽
古
は
始
ま
っ
た
が
、
学
生
の
参
加
は
自
由
意
志
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か

わ
い
そ
う
に
道
場
係
と
副
の
ど
ち
ら
か
は
強
制
さ
れ
た
。

参
加
者
は
四
、
五
十
代
の
Ｏ
Ｂ
で
、
人
は
変
わ
っ
て
も
多
く
て
五
、
六
人
、

学
生
も
同
数
位
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

参
加
し
て
感
じ
た
の
は
、
平
日
行
わ
れ
て
い
る
の
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
事
だ
っ
た
。

心
身
の
鍛
錬
を
目
的
と
し
た
段
取
り
に
従
っ
て
、
鍛
え
る
、
鍛
え
ら
れ
る
稽

古
を
し
て
き
た
が
、
先
輩
方
は
楽
し
ん
で
い
た
。

学
生
を
相
手
に
し
て
も
鍛
え
よ
う
と
の
気
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
全
国
制
覇
を
し
た
年
代
の
方
々
で
あ
る
か
ら
レ
ベ
ル
は
高
か
っ

た
。
大
野
先
輩
は
、
ど
ん
ど
ん
間
合
い
を
詰
め
て
く
る
の
で
機
を
掴
め
ず
苦
し

紛
れ
に
打
た
さ
れ
、
ひ
ょ
い
ひ
ょ
い
と
身
を
躱
さ
れ
て
は
一
本
を
取
ら
れ
た
。

逆
に
景
山
先
輩
は
、
こ
ち
ら
が
先
を
と
れ
た
と
思
っ
て
も
、
後
打
ち
を
さ
れ
て

平
然
と
し
て
い
た
の
で
、
一
本
頂
い
た
思
い
を
全
く
さ
せ
て
貰
え
な
か
っ
た
。

打
木
先
輩
に
は
、
虚
を
つ
か
れ
、「
こ
れ
剣
道
」
と
云
わ
れ
て
し
ま
う
。
野
中

先
輩
は
、
ま
だ
剣
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
我
々
相
手
に

は
禁
じ
手
を
設
け
て
い
た
ら
し
い
。
間
合
い
を
非
常
に
重
く
み
て
、
詰
め
れ
ば

ど
こ
迄
も
退
る
が
、
機
を
捉
え
れ
ば
面
一
本
。
こ
の
雰
囲
気
の
中
で
は
、
我
々

も
稽
古
の
指
針
は
自
ら
自
分
で
造
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

稽
古
後
は
、
酒
、
主
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
の
座
談
会
で
あ
っ
た
。
酒
好
き
な

先
輩
が
多
か
っ
た
の
も
有
り
難
か
っ
た
。
野
中
先
輩
は
、
ビ
ー
ル
が
ま
ず
く
な

る
か
ら
と
云
っ
て
、
先
に
出
さ
れ
た
茶
に
は
手
を
付
け
な
か
っ
た
。
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仕
事
社
会
に
於
け
る
鎧
を
脱
い
で
、
先
輩
・
後
輩
の
会
話
で
あ
っ
た
の
で
親

近
感
は
高
ま
っ
た
。
勿
論
ど
の
様
な
話
題
で
あ
っ
て
も
我
々
に
と
は
知
識
・
情

報
量
と
そ
の
咀
嚼
能
力
の
差
は
歴
然
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
、
拝
聴
す
る
の
み
の

方
が
多
か
っ
た
。

頭
も
柔
軟
で
、
見
解
の
押
し
付
け
や
知
っ
た
か
振
り
の
こ
じ
付
け
な
ど
は
し

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
等
の
日
曜
稽
古
の
意
義
は
後
付
け
で
、
参
加
の
動
機
は
別
で

あ
っ
た
。
朝
に
誰
か
の
下
宿
先
に
集
ま
っ
て
、
今
日
は
何
を
す
る
か
に
な
っ
て

も
、
誰
も
デ
ー
ト
を
す
る
相
手
も
無
く
話
は
纏
ま
ら
な
い
。
結
局
、「
道
場
へ
で

も
行
く
か
、
酒
も
飲
め
る
し
な
」
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
誘
わ
れ
て
の
道
場
行
き

と
な
っ
た
。
こ
れ
が
実
状
だ
っ
た
。

自
慢
話
を
一
つ
。
多
く
の
先
輩
は
東
大
卒
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て

稽
古
は
武
蔵
の
方
が
面
白
い
と
云
っ
て
い
た
。
鼻
を
一
寸
高
く
し
た
が
、
こ
れ

は
他
の
上
級
生
を
指
し
て
の
事
だ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
様
な
環
境
に
恵
ま

れ
た
我
々
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。

現
在
の
事
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
形
や
構
成
す
る
人
は
変
わ
っ
て
も
、
雰
囲
気

は
同
じ
様
に
続
い
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

創
部
65
周
年
に
寄
せ
て

昭
和
48
年
卒

田
中

伸
和

我
々
は
旧
錬
心
舘
で
稽
古
し
た
最
後
の
代
で
す
。

一
年
時
は
、
池
畔
に
道
場
が
あ
り
、
今
の
体
育
館
も
更
地
で
し
た
。

強
風
が
吹
く
と
、
土
埃
が
入
っ
て
く
る
為
、
稽
古
中
で
も
急
い
で
戸
を
閉
め

ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
雑
巾
掛
け
が
大
変
で
し
た
。

日
曜
日
は
、
旧
制
武
蔵
高
校
の
先
輩
方
が
来
ら
れ
る
の
で
、
上
級
生
は
自
主

稽
古
で
出
て
き
ま
し

た
。
終
わ
る
と
車
座
で

ビ
ー
ル
を
飲
む
の
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。
水
道

が
出
な
か
っ
た
時
が
あ

り
、
越
中
褌
の
ま
ま
の

先
輩
の
お
供
を
し
て
、

外
の
井
戸
水
で
体
を
流

し
た
お
お
ら
か
な
時
代

で
し
た
。

先
輩
の
縁
で
、東
大
、

神
奈
川
県
警
に
出
稽
古

に
行
っ
た
こ
と
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
県
警
に

は
何
と
護
送
車
で
送
り

迎
え
し
て
い
た
だ
き
、

稽
古
後
も
中
華
料
理
の

御
馳
走
で
恐
れ
入
り
ま

し
た
。
そ
し
て
全
員
、

喉
は
ま
っ
赤
で
し
た
。

我
々
の
代
は
、
⚙
名
の
内
⚖
人
が
初
心
者
で
、
個
性
的
な
面
々
が
揃
っ
て
い

ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
女
性
第
一
期
卒
業
生
の
矢
倉
女
史
が
い
た
こ
と
で

す
。
途
中
入
部
で
し
た
が
小
さ
い
体
で
紅
一
点
、
激
し
い
稽
古
に
耐
え
て
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

関
根
師
範
の
不
思
議

一
、
準
備
運
動
も
素
振
り
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
い
き
な
り
稽
古
。

二
、
片
手
突
き
が
決
ま
る
と
、
ど
う
足
掻
い
て
も
喉
か
ら
竹
刀
が
離
れ
な
い
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関
根
先
生
の
言
葉

Ｏ
Ｂ
に
な
っ
て
か
ら
、
学
生
に
対
し
て
「
先
輩
を
打
て
た
か
ら
と
い
っ
て
思

い
上
が
っ
て
は
い
け
な
い
。
先
輩
は
風
格
と
い
う
も
の
が
あ
る
。」と
擁
護（
？
）

し
て
下
さ
っ
た
こ
と
。
ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
た
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
。

私
自
身
は
今
で
も
地
元
の
剣
友
会
で
稽
古
を
し
て
お
り
、
体
力
が
落
ち
な
い

よ
う
筋
ト
レ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
毎
日
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
関
根
師
範
も
晩
年

ま
で
稽
古
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
見
習
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成
大
会
の
歴
史

昭
和
57
年
卒

赤
尾

嘉
一

平
成
25
年
に
産
声
を
上
げ
た「
武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成
大
会
」

は
、
今
年
で
第
11
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
⚔
⚐
⚐
名
を
超

え
る
高
校
生
剣
士
が
本
学
道
場
に
集
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

時
計
の
針
を
巻
き
戻
す
と
、
大
会
開
催
の
⚓
年
前
、
私
は
剣
道
部
創
部
50
周

年
記
念
事
業
の
実
行
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
の
現
役
部
員
は
男

女
合
わ
せ
て
僅
か
12
名
で
し
た
が
、
少
数
精
鋭
の
現
役
生
と
Ｏ
Ｂ
剣
友
会
が
固

く
結
束
し
、
協
力
し
合
っ
た
こ
と
で
記
念
式
典
を
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
時
に
築
か
れ
た
協
力
体
制
こ
そ
が
、
本
大
会
の
実
行
と
継
続

を
支
え
る
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
紙
谷
剣
友
会
会
長
（
当
時
）
と
と
も
に
若
手
Ｏ
Ｂ
と
の
連
携
を
図
り
、

現
役
生
か
ら
は
⚓
年
生
の
川
邉
副
主
将
（
当
時
）
を
リ
ー
ダ
ー
に
抜
擢
し
ま
し

た
。
企
画
を
練
り
上
げ
る
過
程
で
は
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
が
夜
遅
く
ま
で
議
論
を
交

わ
し
、
理
想
の
大
会
像
を
追
い
求
め
た
日
々
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

第
一
回
大
会
は
個
人
戦
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
ま
さ
に
「
産
み
の
苦

し
み
」
の
連
続
で
し
た
。
参
加
校
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
母
校
へ
の
勧
誘
、
大
学

側
へ
の
趣
旨
説
明
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
や
同
窓
会
へ
の
支
援
要
請
、
さ
ら
に

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
会
場
設
営
、
高
校
生
向
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の

実
施
な
ど
、山
積
す
る
課
題
に
実
行
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
向
き
合
い
ま
し
た
。

現
役
と
Ｏ
Ｂ
が
心
を
一
つ
に
し
て
作
り
上
げ
た
こ
の
手
作
り
の
大
会
は
、
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
記
念
す
べ
き
第
一
歩
を
記
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

こ
の
大
会
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
「
剣
縁
」
は
、
今
や
力
強
い
循
環
を
生
ん
で

い
ま
す
。
大
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
高
校
生
剣
士
が
、
後
に
本
学
剣
道
部
へ
と

入
部
し
、
今
で
は
Ｏ
Ｂ
と
し
て
大
会
運
営
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
実
績
は
、
ま

さ
に
本
大
会
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。

大
会
運
営
を
通
じ
て
、
現
役
生
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
体

得
し
て
い
く
機
会
は
、
彼
ら
の
「
ガ
ク
チ
カ
」
と
し
て
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
剣
道
部
員
も
増
え
、
活
気
あ
る
部
へ
と
進
化
を
遂
げ
昨
年
の
関
東
学
生

新
人
戦
で
は
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た
し
、
今
年
は
全
日
本
出
場
を
目
指
し
強
豪

校
と
の
練
習
試
合
や
精
力
的
な
稽
古
に
励
む
な
ど
、
大
会
の
存
在
が
部
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
よ
り
審
判
長
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
西
川
清
紀
先
生
（
警
視
庁

剣
道
主
席
師
範
）
を
は
じ
め
、
大
学
関
係
者
、
現
役
部
員
、
保
護
者
の
皆
様
、

剣
友
会
員
、そ
し
て
高
校
顧
問
の
先
生
方
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
大
会
が
今
後
も
発
展
し
、
創
部
百
周
年
へ
と
続
く
さ
ら
な
る
「
剣
縁
」

と
「
弥
栄
」
を
紡
い
で
い
く
こ
と
を
切
に
願
い
、
や
が
て
武
蔵
大
学
剣
道
部
の

新
た
な
伝
統
の
奔
流
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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第
10
回
武
蔵
大
学
剣
道
部
高
校
生
錬
成
大
会
を
観
戦
し
て

昭
和
44
年
卒

紙
谷

正
之

素
晴
ら
し
い
第
10
回
記
念
大
会
を
、
感
慨
を
持
っ
て
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
を
始
め
た
時
の
剣
友
会
長
と
し
て
の
思
い
は
、
何
と
か
し
て
剣
道
部

の
存
続
を
図
り
た
い
と
い
う
一
念
で
し
た
。
年
々
部
員
獲
得
が
難
し
く
な
り
、

そ
れ
こ
そ
暗
雲
立
ち
込
め
る
…
…
の
状
況
で
し
た
。
数
年
に
わ
た
る
総
会
で
の

第
一
の
懸
案
事
項
で
し
た
が
、
今
年
練
成
大
会
が
で
き
な
け
れ
ば
次
の
議
題
に

は
上
が
ら
な
い
と
い
う
中
で
、
と
に
か
く
実
行
に
移
そ
う
と
決
議
し
ま
し
た
。

若
手
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
と
現
役
剣
道
部
員
の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
で
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。

第
⚑
回
の
開
催
は
【
ど
れ
だ
け
魅
力
あ
る
大
会
に
で
き
る
か
？
】
が
次
に
繋

が
る
決
め
手
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
し
た
。
こ
の
時
、
素
晴
ら
し
い
力
を
発
揮

し
て
く
れ
た
の
が
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
諸
氏
と
現
役
剣
道
部
員
に
よ
る
出
身
高
校
へ
の

働
き
か
け
、そ
し
て
地
元
の
剣
道
会
を
通
じ
た
各
高
校
へ
の
働
き
か
け
で
し
た
。

当
時
の
高
校
剣
道
界
の
強
豪
校
が
次
々
に
参
加
を
表
明
し
て
く
れ
た
の
は
、
ま

さ
に
彼
ら
の
努
力
の
賜
物
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
常
連
校
の
高
輪
高
校
（
Ｈ

29
年
卒
鈴
木
弘
二
郞
・
当
時
⚒
年
生
）
を
始
め
と
す
る
都
内
強
豪
校
の
ほ
か
に
、

埼
玉
栄
高
校
（
中
野
Ｓ
57
年
卒
勤
務
先
）、
千
葉
県
安
房
高
校
（
現
会
長
菅
田
Ｓ

61
年
卒
・
剣
道
部
副
顧
問
）、
神
奈
川
県
桐
光
学
園
（
Ｈ
27
年
卒
川
邉
・
当
時
主

将
）
等
が
参
加
し
た
こ
と
は
、
高
校
生
練
成
大
会
へ
の
注
目
度
を
一
気
に
高
め

て
く
れ
ま
し
た
。
更
に
、
大
切
な
審
判
長
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
警
視
庁

西
川
清
紀
主
席
師
範
で
あ
り
、
そ
の
お
力
添
え
が
高
校
剣
道
界
に
浸
透
し
、
今

回
の
第
10
回
記
念
大
会
へ
繋
が
る
大
き
な
出
発
点
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
を
観
戦
し
、
こ
れ
ま
で
の
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
環
境
を

も
乗
り
越
え
第
10
回
大
会
に
繋
げ
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
諸
氏
と
現
役
部
員
が
、
ど
れ
ほ

ど
頑
張
っ
て
大
会
を
引
っ
張
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

企
画
か
ら
当
日
の
大
会
内
容
と
運
営
、
そ
し
て
大
会
後
の
参
加
各
校
へ
の
配
慮

あ
る
御
礼
と
報
告
の
そ
れ
ぞ
れ
を
聞
く
に
つ
け
、
年
代
を
超
え
た
熱
意
の
継
承

を
関
係
各
位
と
共
に
皆
で
称
え
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
の
益
々
の
弥
栄
と
、
高
校
生
練
成
大
会
の
さ
ら
な
る
継
続

を
祈
念
し
ま
す
。

第
10
回
武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
大
会
を
見
に
行
っ
た
感
想

昭
和
39
年
卒

日
暮

道
生

競
技
内
容
は
別
の
人
に
譲
る
と
し
て
、
受
け
た
印
象
を
報
告
し
た
い
。

去
る
⚒
月
23
日
江
古
田
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
高
校
生
剣
道
錬

成
大
会
を
観
戦
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
新
年
早
々
に
剣
友
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
⚓
月
に
予
定
し
て
い
る
錬

成
大
会
の
運
営
資
金
が
足
り
な
く
寄
付
金
を
募
る
と
い
う
こ
と
で
協
力
を
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
10
回
に
も
な
っ
た
こ
と
、
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る

の
か
確
認
し
た
い
と
思
い
、
出
か
け
た
。

当
日
は
快
晴
だ
が
底
冷
え
す
る
寒
い
日
だ
っ
た
が
、
大
学
構
内
に
入
る
と
数

多
く
の
高
等
学
校
名
が
記
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
駐
車
し
て
い
て
驚
い

た
。大

学
剣
道
部
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
剣
友
会
（
Ｏ
Ｂ
会
）
は
、
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
・
剣
道
部
部
父
母
会
と
共
に
後
援
「
実
態
は
共
催
」
協
力
し
た
。

第
⚑
回
は
平
成
25
年
⚒
月
に
開
催
し
、
目
的
は
将
来
の
部
員
獲
得
の
一
助
に

な
れ
ば
と
の
が
狙
い
で
認
知
度
ア
ッ
プ
の
為
に
東
京
近
郊
の
高
等
学
校
剣
道

部
・
指
導
の
先
生
方
に
案
内
し
た
。

参
加
人
数
は
男
子
⚑
⚒
⚓
名
女
子
79
名
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
時
期
は
開
け
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
記
念
す
べ
き
第
10
回
目
を
迎
え
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た
。参

加
校
：
男
子
36
校
55
チ
ー
ム
、
女
子
31
校
31
チ
ー
ム
、
男
子
選
手
⚓
⚔
⚔

名
、
女
子
⚑
⚘
⚗
名
、
教
員
、
保
護
者
、
見
学
者
、
を
含
め
る
と
⚖
⚐
⚐
人
以

上
の
来
場
者
が
あ
り
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
。
実
際
広
い
体
育
館
も
⚔
面

の
コ
ー
ト
を
取
り
周
囲
を
選
手
控
え
場
に
し
た
が
、
⚓
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
含
め

て
立
錐
の
余
地
な
く
人
々
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
過
去
参
加
し
た
者
で
入
学
し
入

部
し
た
も
の
が
出
て
き
て
い
る
し
、
来
年
の
受
験
希
望
者
も
い
る
よ
う
だ
。

主
催
が
剣
道
部
と
い
う
こ
と
は
、
部
員
に
と
っ
て
は
、
企
画
か
ら
実
行
計
画

に
至
る
ま
で
武
蔵
⚓
理
想
の
〖
自
調
自
考
〗
の
実
践
と
し
て
招
聘
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
製
作
・
案
内
・
接
待
・

時
計
係
・
掲
示
係
を
実

践
し
、
Ｏ
Ｂ
会
は
実
行

委
員
会
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
審
判
員
・
運
営

資
金
の
補
助
等
を
担
っ

た
。審

判
長
に
は
警
視
庁

主
席
剣
道
師
範
・
全
日

本
剣
道
大
会
⚓
度
優
勝

の
西
川
清
紀
先
生
を
迎

え
、
副
審
判
長
は
関
根

剛
（
昭
和
50
年
卒
・
教

師
⚘
段
）
氏
に
お
願
い

し
た
。
先
生
は
第
⚑
回

か
ら
連
続
し
て
そ
の
任

に
当
た
っ
て
下
さ
っ
て

い
る
。
限
ら
れ
た
資
金

内
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

ゼ
ミ
の
武
蔵
ら
し
い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
実
行
委
員
長
の
挨
拶
文
も
参
加
校
の
先

生
・
学
生
に
大
学
生
活
の
成
果
報
告
の
よ
う
に
映
っ
た
と
思
う
。

剣
友
会
は
今
で
は
年
齢
的
に
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
旧
制
の
剣
道

部
の
先
輩
方
と
の
交
流
は
密
で
道
場
・
合
宿
に
稽
古
に
来
て
く
れ
我
々
も
Ｏ
Ｂ

も
先
輩
方
の
稽
古
会
に
参
加
し
た
り
懇
親
会
に
招
か
り
し
た
り
し
て
交
わ
り
は

深
く
厚
く
培
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
剣
縁
は
剣
友
会
か
ら
現
役
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
も
の
と
思
う
。

剣
道
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
あ
る
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
的
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。

大
学
構
内
は
剣
道
着
姿
の
選
手
た
ち
が
試
合
前
の
ア
ッ
プ
に
励
ん
だ
り
、
散

策
し
た
り
し
て
い
た
。

す
れ
違
う
我
々
に
対
し
て
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
し
、
体
育
館
入

り
口
で
は
整
然
と
履
物
が
並
ん
で
い
て
剣
道
を
す
る
者
の
礼
節
礼
儀
が
各
高
校

行
き
届
い
て
い
た
の
は
さ
す
が
で
好
感
が
持
て
た
。

最
後
迄
居
ら
れ
な
か
っ
た
が
気
分
高
揚
・
爽
快
の
う
ち
に
帰
宅
し
た
。

令
和
⚗
年
⚒
月
23
日
（
日
）

第
10
回
記
念
武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成

大
会

審
判
長
講
評

西
川
清
紀
先
生

剣
道
は
、「
試
合
で
相
手
に
勝
つ
こ
と
は
大
変
難
し
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
な

か
で
、
今
日
は
優
勝
、
ま
た
入
賞
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
は
⚑
回
戦
か
ら

決
勝
戦
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
試
合
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
着
装
よ

し
、
構
え
よ
し
、
試
合
内
容
よ
し
。
第
10
回
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
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大
会
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
、
一
点
だ
け

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
日
は
試
合
で
た
く
さ
ん
の
技
を
出
し
て
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
本
に
な
る
技
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
有
効
打
突
、
一
本
に
な

る
条
件
で
す
ね
。
た
だ
当
て
た
だ
け
で
は
一
本
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
剣

道
の
試
合
な
の
で
す
ね
。
充
実
し
た
気
勢
、
適
正
な
姿
勢
を
も
っ
て
、
竹
刀
の

打
突
部
で
打
突
部
位
を
刃
筋
正
し
く
打
ち
、
そ
し
て
残
心
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
間

合
い
、
機
会
、
体
捌
き
、
手
の
内
の
作
用
、
さ
ら
に
強
さ
と
冴
え
。
審
判
の
先

生
方
が
一
瞬
で
打
っ
た
技
を
パ
ッ
と
旗
を
上
げ
判
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う

な
条
件
が
整
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
旗
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

打
ち
が
弱
か
っ
た
り
、
体
勢
が
崩
れ
て
い
た
り
、
残
心
を
と
ら
な
か
っ
た
り
。

審
判
の
先
生
方
は
、
そ
れ
ら
を
一
瞬
で
見
分
け
て
い
る
の
で
す
。
審
判
の
先
生

方
は
と
て
も
勉
強
さ
れ
、
審
判
技
術
を
身
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う

い
う
先
生
方
が
、
打
っ
た
瞬
間
に
パ
ッ
と
旗
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
打
ち
を
、

こ
れ
か
ら
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
先
ほ
ど
言
っ
た
、

間
合
い
、
機
会
、
そ
の
あ
と
の
手
の

内
の
作
用
と
打
突
の
強
さ
。
こ
れ

は
、
道
場
で
稽
古
を
し
て
も
簡
単
に

身
に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
問
題
で
あ
っ
て
、
自
分
で
時

間
を
作
っ
て
、
一
日
に
20
分
く
ら
い

で
も
良
い
の
で
時
間
を
作
っ
て
素
振

り
を
や
る
こ
と
な
の
で
す
。
素
振
り

の
仕
方
は
、
道
場
の
先
生
に
正
し
い

素
振
り
の
仕
方
を
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
竹
刀
の
打
突
部
で
打
突
部
位
を
刃
筋
正
し
く
打
ち
一
本
に
す
る
た
め
に

は
、
手
の
握
り
方
、
特
に
左
手
の
握
り
方
が
悪
い
と
竹
刀
の
先
に
力
が
入
ら
な

い
の
で
す
ね
。
親
指
、
人
差
し
指
を
握
り
し
め
て
強
く
打
つ
と
、
手
元
に
力
が

入
る
の
で
す
。
竹
刀
の
先
に
は
力
が
入
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
小
指
と
薬
指
を

し
っ
か
り
と
握
っ
て
正
し
い
握
り
方
を
し
て
両
手
で
打
つ
と
竹
刀
の
先
に
力
が

入
る
。
で
す
か
ら
当
た
っ
た
時
に
音
が
し
て
、
強
い
打
ち
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
れ
を
、
う
ま
く
自
分
で
身
に
付
け
る
と
、
男
性
も
女
性
も
関
係
な
く
、
打
っ

た
瞬
間
に
強
い
打
ち
が
で
き
る
の
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
自
分
で
時

間
を
作
っ
て
、
20
分
も
あ
れ
ば
⚓
⚐
⚐
本
く
ら
い
素
振
り
が
で
き
ま
す
か
ら
、

毎
日
⚓
⚐
⚐
本
ず
つ
そ
れ
を
や
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
半
年
素
振
り
を

や
っ
た
人
の
打
ち
は
、
必
ず
一
本
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
十
本
打
っ
て
一

本
の
有
効
打
突
し
か
取
れ
な
い
人
は
大
変
で
す
。
と
こ
ろ
が
一
本
打
っ
て
一
本

の
有
効
打
突
を
と
る
と
、
二
本
打
て
ば
二
本
勝
ち
に
な
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を

心
が
け
て
自
分
で
努
力
を
し
て
、
素
振
り
を
し
て
打
突
の
強
さ
を
身
に
付
け
て

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

剣
道
は
、
道
場
だ
け
で
や
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
上
手
に
な
り
ま
せ
ん
。
強

く
な
り
ま
せ
ん
。
後
は
自
分
の
「
一
生
懸
命
や
る
」
と
い
う
積
み
重
ね
な
の
で

す
。
今
日
も
一
生
懸
命
、
明
日
も
一
生
懸
命
、
明
後
日
も
一
生
懸
命
。
そ
れ
を

続
け
て
や
る
こ
と
が
「
努
力
」
と
い
う
言
葉
と
し
て
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
努
力
を
し
て
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
、
そ
れ
が
身
に
つ
い
て
素
晴
ら
し

い
剣
道
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
が
、
道
場
で
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
の
教
え
を
よ
く
聞

い
て
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
講
評
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

─ 45 ─



─ 46 ─



─ 47 ─

剣
道
ワ
ル
ツ

♪

月
は
朧
に

早
朝
稽
古

竹
刀
持
つ
手
に

風
が
吹

出
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

朝
練
な
ん
て

こ
れ
が
修
行
の

は
じ
め
で
し
ょ
う
か

♪

今
日
の
稽
古
は
Ｏ
Ｂ
が
ず
ら
り

片
手
半
面

諸
手
突
き

く
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

合
宿
な
ん
て

こ
れ
が
修
行
の

は
じ
め
で
し
ょ
う
か

♪

可
愛
い
あ
の
子
の

笑
顔
が
浮
か
ぶ

す
き
は
許
さ
ぬ

猛
稽
古

や
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

剣
道
な
ん
て

こ
れ
が
修
行
の

は
じ
め
で
し
ょ
う
か
。

♪

お
篭
手

面
打
ち

飛
び
散
る
汗
に

乾
く
間
も
な
い

剣
道
着

来
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

合
宿
な
ん
て

こ
れ
が
修
行
の

は
じ
め
で
し
ょ
う
か
。

♪

空
に
は
三
日
月

道
場
帰
り

恋
は
許
さ
ぬ

猛
稽
古

や
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

剣
道
な
ん
て

こ
れ
が
修
行
の

は
じ
め
で
し
ょ
う
か
。
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第
三
部平

成
23
年
～
令
和
⚘
年
卒
業
生

⚔
年
間
の
思
い
出





剣
道
部
へ
の
想
い

平
成
23
年
卒

中
村

亮
太

卒
業
し
て
か
ら
十
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
剣
道
は
仕
事
と
家
庭
の
合
間
で

細
々
と
続
け
て
お
り
ま
す
。
大
学
時
代
を
思
い
返
す
と
剣
道
面
は
も
ち
ろ
ん
生

活
面
（
主
に
遊
び
）
も
色
々
な
先
輩
側
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
御
恩
を
今
の
学
生
た
ち
に
還
元
し
、
剣

道
部
の
活
動
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。宮

本

泰
嵩

大
学
卒
業
し
て
か
ら
苦
節
四
年
を
か
け
て
東
京
都
の
教
員
と
な
り
十
一
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
初
任
校
で
は
剣
道
部
が
な
く
、
剣
道
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い

の
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
剣
道
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
二
校
目
か
ら
剣
道
部
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
高
体
連

の
役
員
と
し
て
東
京
都
の
剣
道
に
関
わ
る
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
今
の
現
役
の

剣
道
部
員
を
見
て
い
る
と
、
教
員
と
し
て
大
会
等
で
見
て
き
た
生
徒
た
ち
が
後

輩
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
の
を
嬉
し
く
思
い
な
が
ら
Ｏ
Ｂ
と
し
て
陰
な
が
ら

支
援
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

工
藤

令
枝

私
は
卒
業
後
、
温
か
い
家
庭
を
持
つ
と
い
う
夢
が
叶
い
、
慌
た
だ
し
い
毎
日

で
す
が
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
剣
道
に
関
わ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
剣
道
部
で
出
会
っ
た
皆
様
と
は
、
直
接
会
え
な
く
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
年

賀
状
等
で
つ
な
が
り
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
自
分

か
ら
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
卒
業
し
て
十
年
以
上

た
っ
た
今
で
も
変
わ
ら
ず
当
時
の
様
に
気
に
か
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
心
温

ま
り
ま
す
。
こ
の
変
わ
ら
ぬ
絆
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今

後
は
こ
の
ご
縁
に
感
謝
し
な
が
ら
微
力
な
が
ら
力
に
な
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

私
の
過
ご
し
た
⚔
年
間

平
成
24
年
卒

加
部

雄
平

今
思
う
と
私
が
過
ご
し
た
武
蔵
大
学
剣
道
部
で
の
⚔
年
間
は
、
一
つ
の
転
換

期
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
⚑
年
生
の
時
、
⚔
年
生
は
中
島
先
輩
は

じ
め
男
性
⚕
名
が
在
籍
す
る
も
、
⚓
年
生
は
石
川
先
輩
、
上
野
先
輩
の
男
女
⚑

名
ず
つ
、
⚒
年
生
は
中
村
先
輩
、
宮
本
先
輩
、
工
藤
先
輩
の
男
性
⚒
名
、
女
性

⚑
名
と
い
う
少
人
数
で
し
た
。
か
く
い
う
私
の
代
は
、
男
性
は
私
だ
け
、
女
性

は
⚔
名
と
部
員
数
が
非
常
に
少
な
い
状
況
で
し
た
。
⚔
年
生
の
先
輩
方
が
卒
業
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し
た
際
、
男
性
⚔
名
だ
け
で
稽
古
し
た
時
は
試
合
に
出
ら
れ
る
の
か
不
安
に

思
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

た
ま
た
ま
私
の
⚑
学
年
下
の
代
で
、
高
橋
輝
元
主
将
は
じ
め
強
い
男
性
部
員

が
⚖
名
入
部
。
⚒
学
年
下
は
佐
々
木
元
主
将
、倉
林
元
女
子
主
将
の
男
女
⚑
名
、

⚓
学
年
下
は
川
邉
元
主
将
、
本
島
元
女
子
主
将
は
じ
め
男
性
⚓
名
、
女
性
⚕
名
。

⚔
年
間
通
し
て
男
女
共
に
公
式
戦
出
場
時
に
欠
員
が
出
な
い
状
況
で
し
た
が
、

試
合
に
出
ら
れ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
部
員
数
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
部
員
数
が
尻
す
ぼ
み
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
私
の
卒
業
後
に
武
蔵
大
学
剣
道

部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成
大
会
を
主
催
す
る
に
至
り
、
現
在
の
部
員
数
の
確
保
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

指
導
陣
も
、
大
学
⚒
年
時
に
は
酒
井
師
範
か
ら
笹
岡
師
範
に
、
卒
業
後
す
ぐ

に
野
村
監
督
か
ら
戸
賀
崎
監
督
に
変
わ
っ
て
お
り
、
今
の
武
蔵
大
学
剣
道
部
の

体
制
に
繋
が
る
転
換
期
の
世
代
だ
っ
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
今
の
武
蔵
大
学
剣
道
部
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
は
当
時

と
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
の
現
役
学
生
は
私
の
学
生
時
代
よ
り
更

に
実
力
が
あ
り
ま
す
が
、
稽
古
前
の
明
る
い
雰
囲
気
か
ら
一
転
し
、
稽
古
に
な

る
と
真
剣
で
す
。
私
が
学
生
の
時
も
稽
古
前
後
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

で
、
稽
古
に
な
る
と
切
り
替
え
て
集
中
し
て
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
剣

道
部
で
学
ん
だ
オ
ン
オ
フ
の
切
り
替
え
は
、
そ
の
後
の
社
会
人
生
活
で
も
大
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
長
谷
川
先
輩
は
じ
め
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
が

稽
古
に
来
て
下
さ
り
、
お
酒
の
席
も
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

大
学
か
ら
始
め
た
剣
道

平
成
24
年
卒

川
上

舞
（
旧
姓
：
野
沢
）

剣
道
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
武
蔵
に
入
学
し
、
友
人
が
初
心
者
で
剣
道
部
に
入

部
し
た
と
聞
き
、
自
分
も
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
と
思
っ
た
の
が
入
部

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
で
も
そ
こ
か
ら
は
後
悔
の
連
続
だ
っ
た
。
特
に
夏
合
宿

の
太
鼓
が
鳴
り
終
わ
る
ま
で
の
切
り
返
し
、
止
め
が
か
か
る
ま
で
の
掛
か
り
稽

古
や
先
輩
方
と
の
上
下
関
係
な
ど
。
剣
道
は
中
々
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
。
初

心
者
の
彼
女
が
辞
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、自
分
も
早
く
辞
め
た
か
っ
た
。

⚔
年
生
だ
っ
た
柳
瀬
先
輩
に
、
部
活
帰
り
の
高
崎
線
の
中
で
「
剣
道
部
辞
め
た

い
ん
で
す
。」
と
弱
音
を
吐
い
た
。
柳
瀬
先
輩
は
「
今
は
辛
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
引
退
す
る
時
に
は
続
け
て
き
て
き
っ
と
よ
か
っ
た
と
思
う
か
ら
頑
張
っ
て

み
た
ら
？
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
う
ち
後
輩
が
入
っ
て
き
て
、
い
つ
の
間

に
か
⚔
年
生
に
な
っ
て
い
た
。
引
退
を
迎
え
た
日
、
あ
の
時
の
柳
瀬
先
輩
の
言

葉
は
本
当
だ
っ
た
の
だ
と
思
え
た
。
だ
か
ら
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
初
心
者
で

入
部
し
て
き
た
後
輩
に
も
「
⚔
年
間
頑
張
っ
て
み
て
」
と
、
堂
々
と
言
え
た
の

だ
と
思
う
。

同
じ
剣
道
初
心
者
の
藤
元
先
輩
か
ら
は
、
団
体
戦
で
の
役
割
を
教
わ
っ
た
。

「
初
心
者
な
ん
だ
か
ら
勝
と
う
と
思
わ
な
い
で
引
き
分
け
で
終
わ
ら
せ
ろ
。」
で

も
結
局
い
つ
も
自
分
で
負
け
て
し
ま
っ
て
悔
し
い
思
い
を
何
度
も
し
た
。
だ
か

ら
引
退
試
合
を
兼
ね
た
最
後
の
四
大
戦
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
の
前
で

勝
て
て
褒
め
て
も
ら
っ
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
防
具
購
入
の
負
担
な
く
剣
道
を
始
め
ら

れ
た
こ
と
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
に
も
関
わ
ら
ず
快
く

入
部
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
や
先
輩
同
期
後
輩
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
主
務
と
し
て
至
ら
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
し
た
が
、
宮

本
先
輩
に
は
細
か
く
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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剣
道
を
好
き
に
な
れ
て
よ
か
っ
た平

成
25
年
卒

高
橋

輝

私
た
ち
の
代
は
皆
、
大
学
で
剣
道
を
頑
張
り
た
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
学
業
を
優
先
し
た
い
者
、
挫
折
し
た
者
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
を
断
っ
た
者
、

楽
し
く
剣
道
を
し
た
い
者
な
ど
、
様
々
な
思
い
を
持
っ
た
者
が
、
偶
然
集
ま
っ

た
。
最
初
に
剣
道
部
に
入
部
し
た
の
は
私
、
田
中
、
今
井
、
近
澤
、
保
澤
の
⚕

名
。
知
久
は
⚒
年
生
の
新
人
戦
の
頃
入
部
を
し
た
。
入
部
当
初
、
⚒
～
⚔
年
の

男
子
の
先
輩
方
は
⚔
名
と
少
な
か
っ
た
が
、
剣
道
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
む

姿
を
見
て
、
こ
の
人
た
ち
と
剣
道
が
し
た
い
、
そ
し
て
共
に
上
を
目
指
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
試
行
錯
誤
し
稽
古
に
取
り
組
む
楽
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
剣
道
に
対
す
る
熱
を
皆
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。
四
年
時
に
は
、

「
俺
た
ち
が
や
っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

部
活
以
外
の
時
間
は
、授
業
が
な
け
れ
ば
み
ん
な
で
部
室
に
集
ま
っ
て
遊
び
、

部
活
が
終
わ
っ
た
ら
誰
か
の
家
で
遊
び
、
誰
か
が
バ
イ
ト
を
し
て
い
れ
ば
バ
イ

ト
先
ま
で
行
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
く
だ
ら
な
い
事
ば
か
り
し
て
、
ほ
ぼ
毎
日

一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
も
学
業
優
秀
者
で
奨
学
金
を
貰
う
者
、

ゼ
ミ
大
会
で
優
勝
す
る
者
、資
格
を
と
る
者
な
ど
、部
活
以
外
に
も
各
々
が
様
々

な
こ
と
に
取
り
組
む
真
面
目
さ
も
持
っ
て
い
た
。

戦
績
は
、
イ
ン
カ
レ
出
場
、
明
鏡
杯
優
勝
、
四
大
戦
優
勝
ま
で
は
、
あ
と
一

歩
届
か
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
し
、
輝
い
た
試
合
が

あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
は
ど
の
大
会
も
あ
と
一
歩
。
あ
の
時
こ
う
し
て
い
れ

ば
、
何
か
も
っ
と
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
気
持
ち
を

持
ち
な
が
ら
大
学
の
剣
道
生
活
は
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
で
は
仕
事
に
対
し
て
も
、
剣
道
に
対
し
て
も
、
真
剣
に
向
き
合

い
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
じ
気
持
ち
を
味
わ
っ
た
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
今
で
も
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い

出
会
い

平
成
26
年
卒

髙
橋

舞
（
旧
姓
：
倉
林
）

私
に
と
っ
て
武
蔵
大
学
は
第
一
志
望
校
で
は
な
か
っ
た
が
、
志
望
校
に
落
ち

て
武
蔵
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
通
過

点
だ
っ
た
と
言
え
る
。

私
は
、
剣
道
の
最
も
素
晴
ら
し
い
点
は
「
出
会
い
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
は
私
に
、
数
多
く
の
出
会
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
師
範

を
は
じ
め
諸
先
生
方
に
は
、
在
学
中
だ
け
で
な
く
、
四
段
合
格
に
向
け
て
卒
業

後
も
稽
古
を
つ
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
次
に
、
監

督
を
含
め
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
。
武
蔵
は
Ｏ
Ｂ
と
の
繋
が
り
が
深
く
、
本
当
に
幅
広

い
年
代
の
先
輩
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
⚑
～
⚓
学
年
上
の
先
輩

方
。
⚔
年
生
は
神
様
…
…
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
い
つ
も
気
さ
く
に
（
時
に
厳

し
く
）
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
に
恵
ま
れ
て
い
た

と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
後
輩
達
は
頼
り
な
い
私
に
つ
い
て
き
て
く
れ
て
、
な
ん

だ
か
ん
だ
可
愛
か
っ
た
（
最
後
の
大
会
の
日
に
も
ら
っ
た
手
紙
は
ま
だ
残
っ
て

い
る
よ
。）

実
は
、
強
豪
校
出
身
の
先
輩
方
と
後
輩
達
に
挟
ま
れ
て
、
部
を
辞
め
よ
う
か

と
思
い
悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
、
同
期
が
男
子
⚑
人
で
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
当

時
私
は
、
な
ぜ
か
柔
道
部
の
先
輩
に
相
談
し
た
。
返
っ
て
き
た
ア
ド
バ
イ
ス
は

私
の
求
め
て
い
た
も
の
と
は
全
く
違
う
ド
ラ
イ
な
も
の
だ
っ
た
が
、
あ
の
時
に

辞
め
な
く
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

現
在
私
は
母
校
で
勤
務
し
て
お
り
、
ひ
と
つ
上
の
先
輩
と
一
緒
に
剣
道
部
を

指
導
し
て
い
る
が
、卒
業
後
母
校
に
戻
っ
た
時
、「
⚔
年
間
で
何
が
あ
っ
た
ん
だ
」

と
驚
か
れ
た
。
武
蔵
で
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、

あ
の
時
一
本
取
れ
た
と
か
、
ほ
ん
の
小
さ
な
想
い
出
で
（
け
れ
ど
私
に
は
人
生

の
中
で
本
当
に
大
き
な
一
本
）、
輝
か
し
い
戦
績
は
全
く
な
い
。
で
も
、
他
者
か
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ら
見
て
も
分
か
る
ほ
ど
、
⚔
年
間
を
通
し
て
、
剣
道
だ
け
で
な
く
人
と
し
て
大

き
く
成
長
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
武
蔵
大
学
剣
道
部
で
の
数
多
く

の
か
け
が
え
の
な
い
「
出
会
い
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
「
出
会
い
」
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

挑
戦
と
感
謝

平
成
27
年
卒

川
邉

翔

創
部
六
十
五
周
年
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
平
成
二
十
七

年
度
卒
は
男
子
三
名
、女
子
五
名
。
上
下
の
代
も
人
数
が
少
な
く
、い
わ
ばʠ
少

数
精
鋭
ʡ
の
世
代
で
の
同
期
八
名
体
制
で
し
た
。
個
性
豊
か
な
女
子
の
色
が
強

い
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
四
大
戦
個
人
優
勝
を
は
じ
め
結
果
に
も
こ
だ
わ
り
抜

き
、
誇
り
を
持
っ
て
戦
い
抜
い
た
学
年
だ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
部
員
減
少
に
よ
り
部
の
存
続
が
揺
ら
い
だ
時

期
、
赤
尾
嘉
一
剣
友
会
副
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
真
剣
に
協
議
し
、
第

一
回
高
校
生
大
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
す
。
あ
の
時
、
剣
道
部
で
受
け
継
い
だ

作
法
や
心
構
え
を
ʠ
外
ʡ
へ
向
け
て
示
す
機
会
を
得
た
こ
と
で
、
武
蔵
の
剣
道

が
ど
れ
ほ
ど
価
値
あ
る
も
の
か
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
大
会
を
終
え
た
後

の
達
成
感
は
、
今
で
も
胸
に
残
り
続
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
剣
道
に
励
み
な
が
ら
も
、
長
期
留
学
、
ゼ
ミ
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

恋
愛
や
失
恋
に
至
る
ま
で
、
全
員
が
大
学
生
活
を
本
気
で
生
き
ま
し
た
。
振
り

返
れ
ば
、
剣
道
は
確
か
に
日
々
の
中
心
で
し
た
が
、
同
時
に
大
学
生
活
を
豊
か

に
す
る
大
切
な
ʠ
軸
ʡ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
軸
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
四

年
間
を
全
力
で
駆
け
抜
け
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

現
役
の
皆
様
へ
。
部
活

動
で
得
ら
れ
る
も
の
は
、

勝
敗
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
も
に
汗
を
流
し
、

悩
み
、
励
ま
し
合
っ
た
仲

間
は
、
社
会
に
出
て
か
ら

も
心
の
支
え
と
な
る
ʠ
生

涯
の
宝
ʡ
に
な
り
ま
す
。

ど
う
か
限
ら
れ
た
時
間
を

惜
し
ま
ず
、
何
事
に
も
情

熱
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
経
験
は
必
ず
あ
な
た

を
強
く
し
ま
す
。

そ
し
て
十
年
後
、
二
十

年
後
、
同
期
や
先
生
・
先

輩
方
と
杯
を
交
わ
す
時
が
来
た
と
き
、き
っ
と
胸
の
奥
が
熱
く
な
る
は
ず
で
す
。

「
あ
の
仲
間
と
、
あ
の
日
々
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
。

⚔
年
間
の
思
い
出

平
成
28
年
卒

野
村

竜
生

現
役
世
代
は
ピ
ン
と
こ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
⚒
⚐
⚑
⚑
年
⚓
月
に
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
、
そ
の
翌
年
に
入
学
し
た
年
代
、
つ
ま
り
は
剣
道
界
の
世
代

で
言
え
ば
竹
ノ
内
世
代
で
す
。
部
員
数
は
少
な
い
で
す
が
、
私
達
は
原
辰
吉
と

い
う
男
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
た
年
代
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
諸
先
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輩
方
と
過
ご
し
た
大
学
時
代
の
思
い
出
は
、
学
内
や
稽
古
よ
り
も
居
酒
屋
で
の

戯
れ
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
今
思
え
ば
ʠ
適
度
な
上
下
関

係
ʡ
の
あ
る
武
蔵
の
良
さ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
会
等
の
成
績
で
は
全
く
現
役
部
員
た
ち
の
成
績
に
は
敵
い
ま
せ
ん
が
、
私

達
が
⚑
年
時
に
は
先
輩
方
の
お
力
で
、
四
大
戦
団
体
で
勝
数
差
⚒
位
、
⚓
年
時

に
は
関
東
学
生
で
は
⚔
回
戦
全
日
本
出
場
決
定
戦
（
明
治
大
学
）、
敗
者
復
活
戦

（
専
修
大
学
）
と
い
う
の
が
最
高
成
績
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
女
子
で
は
明

鏡
杯
で
宮
下
が
優
秀
選
手
賞
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

他
個
人
で
も
入
賞
歴
な
ど
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
会
後
の
打
ち
上
げ
で
良
く

も
悪
く
も
、
記
憶
は
ど
こ
か
の
居
酒
屋
に
置
い
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大
学
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
⚑
学
年
上
の
先
輩
方
か
ら
ʠ
武
蔵
大
学
剣

道
部
杯
ʡ
を
企
画
し
て
く
だ
さ
り
、
入
部
者
が
増
加
し
た
こ
と
も
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
私
達
は
第
⚒
回
大
会
実
行
委
員
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
、
そ
の
場
凌

ぎ
に
な
っ
て
し
ま
う
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
心
強
い
諸
先
輩
方
の
お
か
げ
で
問

題
な
く
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
が
引
き
継
が
れ
、
参
加

校
の
レ
ベ
ル
も
高
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
現
役
部
員
や
諸
先
輩
方
の

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
く
連
絡
を
取
り
合
わ
な
い
同
期
の
私
達
で
す
が
、
何
も
な
い
と
い
う
の
も

何
所
か
で
必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
証
拠
な
の
だ
と
察
し
て
い
ま
す
。
私
も
教
員

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
諸
先
輩
と
連
絡
を
取
る
機
会
も
な
か
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
写
真
は
何
も
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
思
い
出
は
そ
れ
ぞ

れ
の
記
憶
の
中
に
今
も
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
び
の
⚔
年
間

平
成
29
年
卒

鈴
木
弘
二
郞

入
学
し
た
当
初
、
剣
道
部
に
入
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
決
め
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
部
活
見
学
で
先
輩
方
と
話
す
う
ち
に
、
雰
囲
気
が
良
く
、
こ
こ
な

ら
楽
し
く
厳
し
く
⚔
年
間
を
過
ご
せ
そ
う
だ
と
感
じ
、
入
部
を
決
め
ま
し
た
。

同
学
年
に
も
面
白
い
同
期
が
で
き
、
心
強
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
、
授
業
、
部
活
、
そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
と
、
今
思
え
ば
ぞ
っ
と
す

る
ほ
ど
体
力
を
使
う
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
剣
道
部
で
の
活
動
は
稽
古
だ

け
で
な
く
、
稽
古
後
の
楽
し
い
レ
ッ
ス
ン
（
飲
み
会
）
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
一
方
で
、
稽
古
の
場
で
は
皆
さ
ん
が
真
剣
そ
の
も
の
で
、
そ
の

切
り
替
え
の
大
切
さ
も
教
わ
り
ま
し
た
。
笹
岡
師
範
、
野
村
監
督
、
岡
崎
先
生

を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
先
輩
方
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

⚒
年
生
以
降
は
後
輩
に
も
恵
ま
れ
、
部
は
高
校
生
大
会
の
開
催
を
き
っ
か
け

に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
⚒
つ
下
の
代
か
ら
は
強
豪
校
で
ず
っ

と
剣
道
を
頑
張
っ
て
き
た
経
験
者
も
増
え
、
部
の
雰
囲
気
は
よ
り
引
き
締
ま
っ

た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
、
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
か
ら
試
合
に
勝
て
ず
、
後
輩
や
部
に
対

し
て
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、
技
術

云
々
の
前
に
、
間
合
い
の
中
で
も
う
一
歩
中
に
入
る
勇
気
と
気
構
え
が
足
り
な

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

⚔
年
生
の
時
、
就
職
活
動
と
重
な
る
大
変
で
大
事
な
時
期
に
、
武
蔵
大
学
で

四
大
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
準
備
と
運
営
は
主
に
主
務
の
同
期
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
く
れ
、
無
事
大
会
を
終
了
す
る
事
が
出
来
た
の
を
覚
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
同
期
に
も
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
精
神
的
、
そ
し
て
肉
体
的
な
弱
さ
、
ま
た
こ
れ
は
剣
道
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
自
分
の
未
熟
さ
も
感
じ
た
、
勉
強
に
な
っ
た
⚔
年
間
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だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
振
り
返
れ
ば
、
私
が
在
籍
中
に
残
念
な
が
ら
退
部

を
さ
れ
た
方
も
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
、
苦
し
い
け
ど
楽
し
か
っ
た
夏
合
宿

も
あ
っ
た
り
と
、
喜
怒
哀
楽
が
あ
っ
た
四
年
間
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
先
生
方
、
先
輩
、
後
輩
と
同
期
に
支
え
ら
れ
、
学
ば
せ
て
頂
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
の
転
換
期
と
主
将
像

平
成
30
年
卒

麻
生

周
馬

私
が
入
部
し
た
当
初
（
平
成
26
年
）
は
人
数
も
各
代
数
人
で
、
小
規
模
の
部

活
動
で
し
た
。
先
輩
方
は
皆
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
若
輩
者
の
私
を
し
っ
か
り

公
私
と
も
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
通
常
の
部
活
動
に
加
え
、
自
主
練
習

に
た
く
さ
ん
付
き
合
っ
て
い
た
だ
い
た
先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
が
⚒
年
次
に
な
る
と
、
特
別
Ａ
Ｏ
入
試
枠
で
入
学
、
入
部
す
る
部
員
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
部
員
が
増
え
る
と
い
う
嬉
し
さ
の
反
面
、
不
安
に

駆
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
入
部
し
て
く
る
後
輩
は
皆
、
実
績
も
あ

り
、
そ
れ
に
伴
っ
た
実
力
も
あ
る
者
ば
か
り
で
、
果
た
し
て
最
上
級
生
に
な
っ

た
時
に
こ
の
後
輩
た
ち
を
自
分
が
引
っ
張
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
気
持
ち
が

年
々
増
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
支
え
て
く
れ
た
の
は
同
期
や
Ｏ
Ｂ
の
先

輩
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
輩
た
ち
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
輩
た

ち
か
ら
普
段
の
部
活
動
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
、
自
分
が
心
配
し
て
い
た
こ
と
が

小
さ
い
こ
と
に
思
え
、
い
つ
か
は
そ
ん
な
不
安
も
無
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
同
期
が
私
を
含
め
⚒
人
し
か
い
な
い
と
い
う
の
は
心
細
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
後
輩
た
ち
が
本
当
に
よ
く
剣
道
部
を
想
っ
て
く
れ
て
い
た

と
今
に
な
っ
て
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一

番
の
思
い
出
は
⚑
年
次
の
夏
の
合
宿
で
す
。
こ
の
合
宿
は
千
葉
県
山
武
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
当
時
の
主
将
が
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、

主
将
は
熱
中
症
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、ご
自
身
の
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
、

と
い
う
こ
と
で
、
練
習
内
容
の
指
示
や
太
鼓
係
を
し
て
い
た
だ
き
、
剣
道
部
に

懸
け
る
思
い
を
行
動
で
表
現
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
姿
に
応

え
る
よ
う
に
部
員
も
厳
し
い
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
必
死
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
主
将
が
卒
業
さ
れ
て
か
ら
も
、
さ
ら
に
今
で
も
こ
の
姿
を
思
い
出
し
、
自
分

の
稽
古
や
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
武
蔵
大
学

剣
道
部
の
発
展
と
活
躍
を
祈
念
し
て
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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剣
と
共
に

令
和
元
年
卒

髙
橋

耕
陽

武
蔵
大
学
剣
道
部
創
部
六
十
五
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
第
一
期
生
と
し
て
、
当
時
の
記
憶
を
振
り
返
り
ま
す
。

佐
藤
先
輩
や
野
村
前
監
督
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
武
蔵
大
学
剣
道
部
の
門
を
叩

く
好
機
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
け
る
稀
有
な
転
換
点
と
な
り
ま

し
た
。

主
将
と
し
て
当
時
は
至
ら
ぬ
点
も
多
く
、
望
ん
だ
結
果
で
の
ご
恩
返
し
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
武
蔵
大
学
で
得
た
知
見
は
、
今
や
社
会
人
と
し
て
の
礎

で
す
。
切
磋
琢
磨
し
、
今
な
お
親
交
の
深
い
学
友
た
ち
と
共
有
し
た
濃
密
な
時

間
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
私
の
至
宝
で
あ
る
と
断
言
で
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
三
年
時
、
関
東
学
生
大
会
で
の
国
士
舘
大
学

戦
で
す
。「
勝
利
」
と
い
う
二
文
字
を
真
実
掴
み
取
る
た
め
、
我
々
は
自
己
の
限

界
を
規
定
せ
ず
、
心
技
体
の
全
て
を
賭
し
た
修
練
に
励
み
ま
し
た
。
敗
北
の
刹

那
、不
覚
に
も
頬
を
伝
っ
た
涙
は
、

全
霊
を
傾
注
し
た
者
の
み
が
味
わ

う
、
痛
切
か
つ
崇
高
な
自
己
証
明

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
こ
の
部

で
培
っ
た
不
屈
の
精
神
を
胸
に
、

今
後
も
精
進
を
重
ね
ま
す
。

な
か
な
か
大
学
に
顔
を
出
す
こ

と
が
で
き
ず
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
母
校
武
蔵
大
学
剣
道
部

の
更
な
る
飛
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

(私
の
同
期
に
は
退
部
者
が
お
ら
ず
入
学
時
と
卒
業
時
が
同
じ
顔
ぶ
れ
に
な
り

ま
す
。
当
時
の
入
学
時
と
卒
業
時
の
写
真
を
添
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）
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勝
敗
を
越
え
て
得
た
も
の

令
和
⚒
年
卒

鈴
木

拓
海

私
た
ち
の
代
は
、
入
学
当
初
か
ら
「
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会
ベ
ス
ト
16
」

を
明
確
な
目
標
と
し
て
掲
げ
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
四
大
戦
で
は
⚒
位
、
明
鏡
杯
で
は
初
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
関
東
学
生
大
会
で
は
⚒
回
戦
、
⚓
回
戦
の
壁
を
越
え
る

事
が
で
き
ず
、
敗
者
復
活
戦
に
進
ん
だ
も
の
の
、
最
後
ま
で
勝
ち
切
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
在
学
中
に
一
度
も
全
日
本
学
生
大
会
の
舞

台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
主
将
と
し
て
、
そ
し
て
一
選
手
と

し
て
大
き
な
悔
い
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
私
た
ち
の
代
は
大
会
成
績
だ
け
で
は
測
れ
な
い
価
値
を
築

い
て
き
た
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
学
年
や
立
場
を
越
え
て
意
見
を
交
わ
し
合

い
、
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
組
織
と
し
て
の
結
束
力
を
高
め
て
き
ま
し

た
。
決
し
て
順
風
満
帆
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
苦
し
い
時
こ

そ
前
を
向
き
、
仲
間
を
信
じ
て
挑
み
続
け
た
経
験
は
、
何
に
も
代
え
が
た
い
財

産
で
す
。

勝
利
に
届
か
な
か
っ
た
悔
し
さ
も
、
思
う
よ
う
に
結
果
が
出
な
か
っ
た
時
間

も
、
す
べ
て
が
今
の
自
分
た
ち
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
ど
の

大
学
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
楽
し
く
、
真
剣
に
剣
道
と
向
き
合
え
た
チ
ー
ム
で

あ
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
後
輩
た
ち
が
さ
ら
に

高
い
舞
台
へ
と
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
学
び
得
た
剣
縁

令
和
⚓
年
卒

金
本

龍
輔

私
た
ち
の
代
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
と
と
も
に
活
動
が
始

ま
り
、
厳
し
い
制
限
の
中
で
練
習
も
十
分
に
で
き
ず
、
次
々
と
大
会
が
中
止
に

な
る
悔
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
き
た
舞
台
が
突
然
消
え
、
虚
し
さ
や
喪
失
感
に
心
が
沈
む
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
大
学
剣
道
部
の
⚔
年
間
で
得
た
学
び
は
、
今
も

自
分
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
「
剣
縁
」
の
理
念
は
、
剣
を
交
え

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
縁
は
剣
道
の
場
だ
け
で
な
く
、
社
会
や
私
生
活
に
も
広
が
り
、
今
も
な
お
自

分
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
勝
ち
負
け
だ
け
で
な
く
、
日
々
支
え
て
く
れ
た

仲
間
や
家
族
の
存
在
、
周
囲
と
の
絆
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
、
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

秋
季
四
大
戦
も
中
止
と
な
り
、
寂
し
さ
が
募
る
中
で
学
習
院
大
学
を
会
場
に

引
退
試
合
の
代
替
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
仲
間
と
と
も
に
全
力
を
尽
く
し
最

後
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
で
も
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
未
曾
有
の
感
染
症
流
行
と
い
う
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
仲
間
と
支
え

合
い
、
諦
め
ず
に
乗
り
越
え
た
経
験
が
自
分
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

剣
道
で
培
っ
た
精
神
力
や
学
び
は
、
こ
の
先
も
一
生
の
財
産
と
な
り
続
け
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
失
っ
た
も
の
以
上
に
得
た
も
の
が
多
か
っ
た
⚔
年

間
、
剣
縁
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
出
会
い
や
学
び
を
大
切
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仲
間
と
掴
ん
だ
新
人
戦
の
舞
台

令
和
⚓
年
卒

関
根

実
紗

私
が
在
籍
し
て
い
た
当
時
は
女
子
部
員
が
少
な
く
、
団
体
戦
に
出
場
で
き
る

か
ど
う
か
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
大
学
⚒
年
生
の
時
に
出
場
し
た
新
人
戦
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

当
時
、私
が
⚑
年
生
だ
っ
た
頃
の
女
子
部
員
は
私
を
含
め
て
⚔
人
い
ま
し
た
が
、

選
手
は
⚓
人
（
⚑
・
⚒
・
⚓
年
生
）
で
、
⚑
人
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
た
め
、

団
体
戦
は
最
低
人
数
で
の
出
場
で
し
た
。
新
人
戦
に
必
要
な
⚑
・
⚒
年
生
の
人

数
が
足
り
ず
、
出
場
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
⚒
年
生
に
進
級
し

た
際
に
は
後
輩
が
⚑
人
入
部
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
人
数
が
足
り
ず
、

新
人
戦
へ
の
出
場
は
無
理
だ
ろ
う
と
諦
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
新
人
戦
⚒
ヶ
月
前
、
家
庭
の
事
情
で
学
校
を
休
ん
だ
後
に
部
に
戻
る

と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
同
期
が
竹
刀
を
握
り
、
素
振
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
、「
も
し
か
し
た
ら
新

人
戦
に
出
場
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
希
望
が
一
気
に
広
が
り
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
約
⚒
ヶ
月
間
、
部
員
全
員

で
指
導
し
、
本
人
も
必
死
に
稽
古
を
重

ね
、
念
願
の
新
人
戦
団
体
戦
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⚑
回
戦
目
は
代
表
戦
の
末
、
後
輩
が

勝
利
し
突
破
。
⚒
回
戦
目
は
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
新
人
戦
は
今
で

も
心
に
残
る
試
合
で
す
。
剣
道
を
始
め

て
た
っ
た
数
ヶ
月
で
大
会
に
出
場
で
き
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る
ま
で
成
長
を
成
し
遂
げ
た
同
期
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
大
将
と
し
て
チ
ー
ム
を

勝
利
に
導
い
た
頼
も
し
い
後
輩
、
試
合
に
向
け
て
支
え
て
く
れ
た
部
員
全
員
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
剣
道
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
仲
間
と
共
に
努
力
し
た

時
間
は
、
今
も
大
切
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
辛
い
時
に
は
厳
し
い
稽
古
や

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
た
時
間
を
思
い
出
し
、
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
役
部
員
の
皆
さ
ん
に
は
こ
こ
で
積
み
重
ね
る
努

力
、
経
験
は
、
き
っ
と
将
来
の
自
分
を
支
え
る
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

あ
の
頃
は
気
づ
か
な
か
っ
た
日
常令

和
⚓
年
卒

岡
田

康
代

私
は
剣
道
初
心
者
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
入
部
し
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
肩
書
き
で
し
た
が
、
む
し
ろ
私

が
周
り
に
支
え
ら
れ
て
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
同
期
に
は
何
度
も
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
は
恥
ず
か
し
さ
も
あ
っ
て
な
か
な
か
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
期
の
支
え
や
優
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

剣
道
部
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
こ
の
文
章
を
書
く
に
あ
た
り
、
同
期
と
過
ご
し
た
時
間
を
改
め
て
振
り

返
り
ま
し
た
。
真
っ
先
に
思
い
出
し
た
の
が
、
⚑
年
生
の
時
に
同
期
み
ん
な
で

分
担
し
た
稽
古
後
の
洗
濯
当
番
で
す
。
洗
濯
が
出
来
上
が
る
の
を
待
つ
間
、
部

活
の
こ
と
や
授
業
の
こ
と
、
廊
下
に
座
り
な
が
ら
同
期
と
様
々
な
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。
女
子
更
衣
室
に
「
Ｇ
」
が
出
て
大
騒
ぎ
し
た
こ
と
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
洗
濯
物
を
干
し
終
わ
っ
た
後
は
、
そ
の
ま
ま
江
古
田
駅
付
近
に
夜
ご

飯
を
食
べ
に
行
く
…
…
と
い
う
、
当
時
は
当
た
り
前
だ
っ
た
日
常
で
す
が
、
今

思
え
ば
貴
重
で
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い
か

け
が
え
の
な
い
時
間
だ
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
今
は
仕
事
に
追
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め

約
束
が
な
い
と
友
人
と
ゆ
っ
く
り
話
す
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
約
束
が
な
く
て
も
集

ま
っ
て
語
り
合
え
る
時
間
が
あ
る
、
お
金

に
は
代
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
あ
る

時
間
で
し
た
。

私
た
ち
の
代
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
⚔
年

生
の
時
に
一
度
も
部
活
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
合
宿
・
関
東
学
生
・
追
い
コ
ン

等
、
⚔
年
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
何
も
経

験
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
の
年
に
同
期
み
ん
な
で
団
結
し
て
何
か
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
⚔
年
間
の
活
動
に
ぽ
っ
か
り
と
穴
が

開
い
た
気
持
ち
で
す
。
大
学
生
に
戻
っ
て
コ
ロ
ナ
で
失
っ
た
時
間
を
も
う
一
度

過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
期
が
こ
の
文
章
を
読
む
こ
と
で
、「
当
時
の

価
値
あ
る
日
常
」
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
四
年
間
の
思
い
出

令
和
⚔
年
卒

嶋
村

優

本
記
念
誌
に
は
、
武
蔵
大
学
剣
道
部
で
仲
間
と
と
も
に
過
ご
し
た
四
年
間
の

歩
み
を
、
各
学
年
ご
と
の
思
い
出
と
し
て
ま
と
め
た
。
日
々
の
稽
古
や
行
事
の

中
で
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
を
、
こ
こ
に
記
す
。

新
入
生
歓
迎
会
か
ら
始
ま
っ
た
剣
道
部
生
活
は
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ

る
日
々
だ
っ
た
。
初
め
て
出
場
し
た
四
大
戦
個
人
戦
で
は
、
対
外
試
合
の
厳
し
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さ
と
楽
し
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
夏
合
宿
で
は
、
倒
れ
る
者
が
出
る
ほ
ど
の
厳
し

さ
の
中
で
も
、
仲
間
と
支
え
合
い
最
後
ま
で
や
り
き
っ
た
。
そ
し
て
明
鏡
杯
団

体
戦
で
は
準
優
勝
を
果
た
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
一
年
と

な
っ
た
。

こ
う
し
て
基
礎
を
築
い
た
一
年
目
を
終
え
、
私
た
ち
は
次
第
に
部
の
中
心
と

し
て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

二
年
生
に
な
り
、
主
体
と
な
っ
て
臨
ん
だ
新
人
戦
で
は
、
責
任
の
重
さ
と
成

長
を
実
感
し
た
。
白
雉
祭
で
は
大
里
家
に
泊
ま
り
込
み
で
準
備
を
進
め
、
慌
た

だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
が
、
豚
汁
は
予
想
以
上
の
売
れ
行
き
と
な
り
、
達
成

感
を
味
わ
っ
た
。
仲
間
と
の
距
離
が
一
層
縮
ま
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
関

東
女
子
学
生
個
人
戦
に
お
い
て
、
酒
井
実
祐
が
全
国
大
会
出
場
を
果
た
す
。

充
実
し
た
活
動
が
続
く
中
、
思
い
も
よ
ら
な
い
出
来
事
が
私
た
ち
の
日
常
を

一
変
さ
せ
る
。

三
年
目
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
部
活
動
は
停
止
し
、
授
業

も
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
と
移
行
し
た
。
大
学
に
通
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
日
々
が
続

き
、
剣
道
か
ら
離
れ
る
不
安
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
。
こ
の
期
間
は
、
当

た
り
前
に
稽
古
で
き
て
い
た
環
境
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
感
じ
る
一
年
と
な
っ

た
。先

の
見
え
な
い
状
況
の
中
で
も
、
剣
道
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
は
消
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

四
年
目
に
入
り
、
感
染
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
大
学
側
と
話
し

合
い
を
重
ね
な
が
ら
部
活
再
開
に
尽
力
し
た
。
道
場
が
使
え
な
い
中
、
体
育
館

を
借
り
て
稽
古
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
奔
走
し
た
。
最
後
の
公
式
戦
で
は
、
小

川
蒼
太
郎
が
個
人
戦
で
数
十
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
、
四
大

戦
団
体
で
も
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。

多
く
の
出
来
事
を
経
て
歩
ん
だ
四
年
間
は
、
仲
間
と
と
も
に
乗
り
越
え
た
か

け
が
え
の
な
い
時
間
で
あ
る
。
こ
の
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
私
た
ち
の
心
に

静
か
に
寄
り
添
い
続
け
る
だ
ろ
う
。

全
日
本
女
子
学
生
剣
道
大
会
個
人
戦
出
場

平
令
和
⚔
年
卒

酒
井

実
祐

私
が
武
蔵
大
学
剣
道
部
に
在
籍
し
た
四
年
間
は
、
各
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
雰
囲
気
を
持
ち
、
世
代
を
超
え
て
影
響
し
合
い
、
中
身
の
濃
い
時
間
を
重
ね

た
時
代
で
あ
っ
た
。
先
輩
方
と
の
繋
が
り
を
通
し
て
、
部
の
歴
史
と
伝
統
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
日
々
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
特
に
印
象
深
い
経
験
が
二
〇
一
九
年
の
第
53
回
全
日
本
女
子
学

生
剣
道
大
会
へ
の
個
人
戦
出
場
で
あ
る
。
代
表
と
し
て
名
を
連
ね
た
と
き
の
緊

張
と
責
任
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

部
全
体
か
ら
支
え
を
受
け
る
中
で
、
自
分
一
人
で
は
決
し
て
立
つ
こ
と
の
で

き
な
い
舞
台
で
あ
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
。
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
程

─ 61 ─



を
含
め
て
得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
武
蔵
大
学
剣
道
部
で
培
っ

た
経
験
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
私
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

創
部
六
十
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
本
部
の
歩
み
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
本
部
が
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

新
し
い
風
と
伝
統

令
和
⚕
年
卒

菅
田
康
二
郎

私
の
代
は
男
子
⚓
名
・
女
子
⚑
名
と
い
う
構
成
で
、
極
端
に
人
数
が
不
足
し

て
い
た
代
で
し
た
。
ま
た
、
同
期
そ
れ
ぞ
れ
の
母
校
は
人
数
が
多
く
、
全
員
が

大
学
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
際
に
活
動
を
進
め
る
中

で
も
、
人
数
の
少
な
さ
は
他
大
学
や
他
の
代
と
比
較
し
て
不
利
に
感
じ
る
場
面

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
最
終
学
年
時
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
何
ら
か
の
役
職
を
担
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
将
の
私
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
に
大
き
な
負
担
を
か
け

た
と
思
い
ま
す
。
本
来
主
務
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
な
い
森
田
、
剣
道
に
集
中

し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
会
計
古
賀
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
支
え
て
く
れ
た
石

山
…
…
。
良
い
思
い
出
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
⚓
人
の
お
か

げ
で
部
は
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

活
動
内
容
に
関
し
て
も
、
大
学
⚑
年
の
終
わ
り
か
ら
大
学
⚓
年
の
終
わ
り
ま

で
の
⚒
年
間
は
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
で
し
た
。
当
時
は
過
剰
な
取
り
締
ま
り
に
悩

ま
さ
れ
、
他
大
学
が
稽
古
で
き
る
中
で
私
た
ち
は
活
動
自
粛
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
の
尽
力
で
稽
古
場
所
を
確
保
で
き
て
も
、
何
か
し
ら

の
制
限
が
入
り
、
後
輩
に
方
針
を
は
っ
き
り
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
で
も
、
や
め
ず
に
残
っ
て
く
れ
た
責
任
感
あ
る
同
期

と
、
剣
道
を
愛
す
る
（
少
し
変
わ
っ
た
）
後
輩
た
ち
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
⚔
年
時
も
合
宿
の
自
粛
な
ど
伝
統
行
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

個
人
的
に
も
悔
し
い
思
い
出
で
す
。

さ
ら
に
私
は
⚔
年
時
に
大
き
な
足
の
怪
我
を
し
、
活
動
実
績
に
も
迷
惑
を
か

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
怪
我
を
し
て
か
ら
卒
業
ま
で
の
ほ
ぼ
⚑
年
間
こ
そ
、「
大

学
剣
道
の
思
い
出
」
と
し
て
最
も
心
に
残
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
の
時
、

─ 62 ─

2018年関東女子学生剣道優勝大会

2018年関根杯

2019年
第53回全日本女子学生剣道選手権大会



私
た
ち
の
代
を
支
え
て
く
れ
た
後

輩
た
ち
が
、
従
来
の
部
と
は
違
っ

た
新
し
い
風
と
伝
統
を
作
り
、
コ

ロ
ナ
以
降
の
剣
道
部
の
礎
を
築
い

て
く
れ
ま
し
た
。（
も
ち
ろ
ん
全

員
優
等
生
で
は
な
く
、
問
題
児
の

一
面
も
あ
り
ま
し
た
が
。
笑
）

最
後
に
、
今
ま
で
の
伝
統
を
私

た
ち
に
継
承
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸

先
輩
方
、
あ
の
厳
し
い
環
境
を
何

と
か
乗
り
越
え
、
今
の
剣
道
部
の

形
を
構
築
し
た
仲
間
た
ち
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
剣

道
部
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る

こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
次
の
世

代
に
自
分
の
代
の
風
を
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
お
久
し
ぶ
り
で
す
！

令
和
⚕
年
卒

富
田
あ
す
か
（
旧
姓
：
石
山
）

早
い
も
の
で
、大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
も
う
⚓
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
を
振
り
返
る
と
、
辛
か
っ
た
思
い
出
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
楽
し
か
っ
た
思
い
出
ば
か
り
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

⚑
年
生
の
頃
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
コ
の
字
も
な
く
、
自
由
気
ま
ま
に
学
生
生
活

を
謳
歌
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
新
歓
コ
ン
パ
で
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
が
⚑
⚐
⚐
個
出
て
き
た
り
、
夏
合
宿
で
は
み
ん
な
で
服
の
ま
ま
川
に

飛
び
込
ん
だ
り
な
ど
、
先
輩
方
と
も
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

⚒
年
生
の
時
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
、
ほ
と
ん
ど
部
と
し
て

の
活
動
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
っ
た

り
、
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
ら
皆
で
集
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
同
期
や
先
輩
と
の

繋
が
り
は
ず
っ
と
保
っ
て
い
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り
学
生

同
士
の
交
流
が
で
き
な
い
中
で
、同
期
の
存
在
は
と
て
も
心
強
い
も
の
で
し
た
。

⚓
年
生
に
な
る
頃
に
は
、
ま
だ
ま
だ
制
限
さ
れ
つ
つ
も
、
少
し
ず
つ
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
選
手
か
ら
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
転
向
し

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
前
代
未
聞
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
決
断
を

快
く
受
け
入
れ
、
居
場
所
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
当
時
の
主
将
の
嶋
村
先
輩
と

主
務
の
小
抜
先
輩
、
そ
し
て
戸
賀

崎
監
督
は
じ
め
先
生
・
先
輩
方
に

は
ず
っ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

⚔
年
生
に
な
っ
て
も
な
か
な
か

全
員
揃
っ
て
の
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
夏
合
宿
が
直
前
で
中

止
に
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

愉
快
な
同
期
た
ち
と
可
愛
い
後
輩

達
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
稽

古
後
は
だ
い
た
い
皆
で
、「
龍
華

園
」
で
ワ
イ
ワ
イ
ご
飯
を
食
べ
て

帰
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
何

気
な
い
日
常
が
、
私
の
大
切
な
思

い
出
で
す
！
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夏
合
宿
再
開

令
和
⚖
年
卒

金
井

將
瑛

現
役
時
代
の
思
い
出
は
夏
合
宿
で
す
。

山
梨
県
の
山
中
湖
近
郊
で
の
開
催
で
、
八
月
中
旬
と
い
う
猛
暑
の
時
期
で
あ
り

な
が
ら
涼
し
い
気
温
と
冷
房
完
備
の
剣
道
場
で
快
適
な
稽
古
で
夏
合
宿
を
開
催

す
る
こ
と
で
出
来
ま
し
た
。

夏
合
宿
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
中
々
厳
し
い
内
容
で
、
早
朝
の
足
さ
ば
き
、
朝

食
を
挟
ん
で
午
前
練
習
、
昼
食
後
の
午
後
練
習
、
夕
食
後
の
夜
練
習
、
と
言
葉

通
り
剣
道
に
浸
か
る
よ
う
な
五
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
歩
く
だ
け
で
足
裏
に

激
痛
が
走
り
、
手
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
ほ
ど
疲
労
し
な
が
ら
も
、
互
い
に
鍛

え
合
い
、
休
憩
中
や
食
事
中
は
他
愛
も
な
い
話
を
す
る
と
い
う
貴
重
で
至
福
な

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
令
和
二
年
に
入
学
し
た
代
（
相
澤
、
香
川
、
安
住
、
金
井
）
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時
期
に

入
学
し
た
代
で
、
大
学
の
授
業
は
全
て
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
し
、

部
活
動
は
全
て
活
動
停
止
と
い
う
状
態
か
ら
学
生
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
武

蔵
大
学
の
剣
道
場
で
初
め
て
稽
古
し
た
の
は
二
年
次
で
、
剣
道
場
の
雰
囲
気
に

慣
れ
な
い
な
が
ら
も
稽
古
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
常
を
経
験
し
た
中
で
、
い
つ
の
間
に
か
武
蔵
大
学
剣
道
部
と
し
て

仲
間
達
と
共
に
稽
古
に
励
む
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、
夏
合
宿
に
臨
む
ま
で

に
至
っ
て
い
る
現
状
を
見
て
、
コ
ロ
ナ
前
の
剣
道
部
へ
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
夏
合
宿
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
剣
道
部
と
し
て
の
活
動
を
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
近
づ
け
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
、
当
時
様
々
な
制
限
を
受
け
な
が
ら
も
剣
道
部
を
繋
ぐ
べ
く
動
い

て
頂
い
た
先
輩
方
、
剣
道
部
の
伝
統
を
ご
指
導
頂
い
た
先
生
方
や
武
蔵
剣
友
会

の
先
輩
方
、
そ
し
て
何
よ
り
も
運
営
に
ご
協
力
頂
い
た
同
期
や
後
輩
達
の
お
陰

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

女
子
部
の
再
出
発

令
和
⚖
年
卒

安
住

幸
恵

私
た
ち
の
代
は
入
学
時
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
⚑
年
間
丸
々

部
活
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
⚒
年
生
に
な
る
と
共
に
、
先
輩
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
女
子
部
員
が
お
ら

ず
私
は
女
子
主
将
に
な
り
ま
し
た
。
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⚑
年
間
コ
ロ
ナ
で
何
も
活
動
で
き
な
い
中
で
し
た
が
、
関
東
学
生
に
出
場
す

る
た
め
に
は
部
員
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
分
の
人
脈
を
フ
ル
活
用
し

て
勧
誘
す
る
と
共
に
、
結
果
と
し
て
、
一
個
下
の
代
は
⚔
月
に
⚕
人
入
部
し
て

く
れ
、
何
と
か
団
体
戦
に
出
ら
れ
る
人
数
の
確
保
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
入
学
当
初
か
ら
掲
げ
て
い
た
、
全
日
本
学
生
へ
の
出
場
は
⚒
～
⚔
年
生

の
活
動
期
間
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
⚓
度
と
も
全
日
本
学
生
ま
で
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
四
大
戦
で
は
「
学
習
院
が
優
勝
し
て
当
た
り
前
」
と
い
う
よ
う
な
雰

囲
気
が
漂
う
中
、
優
勝
を
二
度
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

強
豪
校
相
手
も
「
下
剋
上
」
の
気
持
ち
で
最
後
ま
で
戦
え
る
よ
う
な
チ
ー
ム

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
も
毎
年
数
名
の
女
子
部
員
が
続
い
て
入
部
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
武
蔵
大
学
女
子
剣
道
部
の
名
前
を
轟
か
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

後
輩
た
ち
に
は
厳
し
い
発
言
や
稽
古
内
容
等
、
今
考
え
る
と
様
々
な
迷
惑
も

か
け
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
最
後
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
た

こ
と
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
掲
げ
続
け
て
い
る
、
全
日
本
学
生
出
場
の
目
標
を
現
役
生
た
ち
が

叶
え
て
く
れ
る
こ
と
で
、
⚔
年
間
も
が
い
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ
る
気
が
し
ま

す
。女

子
部
員
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
な
お
一
層
名
を
轟
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

⚒
⚐
⚒
⚔
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

令
和
⚗
年
卒

倉
島

春
太

⚔
年
生
と
し
て
迎
え
た
最
後
の
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会
は
、
今
で
も
鮮
明

に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

当
時
の
選
手
メ
ン
バ
ー
は
、
⚔
年
生
が
自
分
一
人
。
ほ
か
は
⚑
、
⚒
年
生
だ

け
と
い
う
若
い
構
成
だ
っ
た
。
大
学
剣
道
の
経
験
値
や
チ
ー
ム
と
し
て
は
他
校

に
比
べ
る
と
劣
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
全
員
で
必
死
に
稽
古
に
励
み
、
大
会

当
日
を
迎
え
た
。

関
東
学
生
本
番
で
は
、
⚒
回
戦
で
一
橋
大
学
と
の
試
合
が
代
表
戦
に
も
つ
れ

込
ん
だ
。
下
級
生
た
ち
が
相
手
に
立
ち
向
か
い
、
最
後
は
大
将
の
自
分
に
対
で

回
し
て
く
れ
た
一
戦
だ
っ
た
。

大
将
戦
は
引
き
分
け
。
主
将
と

し
て
戦
い
な
が
ら
、
後
輩
た
ち
が

必
死
に
つ
な
い
で
く
れ
た
気
持
ち

の
重
さ
を
痛
い
ほ
ど
感
じ
て
い

た
。そ

し
て
迎
え
た
代
表
戦
。

緊
張
や
責
任
感
と
い
う
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
の
重
み
が

あ
っ
た
。
自
分
が
勝
て
ば
チ
ー
ム

が
勝
つ
。
負
け
れ
ば
終
わ
る
。
そ

ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
立
ち

向
か
っ
た
が
、
結
果
は
敗
北
。

後
輩
た
ち
が
つ
な
い
で
く
れ
た

勝
機
を
、
自
分
の
手
で
掴
み
き
れ

な
か
っ
た
悔
し
さ
は
、
今
で
も
忘
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れ
ら
れ
な
い
。

試
合
後
、
申
し
訳
な
さ
と
悔
し
さ
で
自
分
を
責
め
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
自

分
に
か
け
ら
れ
た
後
輩
た
ち
の
言
葉
や
態
度
は
、
優
し
さ
と
感
謝
の
気
持
ち
に

満
ち
て
い
た
。
そ
の
瞬
間
、「
主
将
と
は
勝
敗
だ
け
で
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
初
め
て
気
づ
い
た
気
が
す
る
。

今
振
り
返
る
と
、
あ
の
日
の
代
表
戦
は
、
自
分
に
と
っ
て
ʠ
負
け
た
だ
け
の

試
合
ʡ
で
は
な
か
っ
た
。

下
級
生
た
ち
が
つ
な
い
で
く
れ
た
思
い
を
背
負
っ
て
戦
っ
た
経
験
は
、
社
会

人
に
な
っ
た
今
も
、
自
分
の
行
動
の
芯
に
な
っ
て
い
る
。
責
任
か
ら
逃
げ
な
い

こ
と
、
仲
間
に
感
謝
す
る
こ
と
、
そ
し
て
結
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す

る
こ
と
。
あ
の
代
表
戦
が
、
私
に
そ
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
で
の
日
々
は
、
負
け
る
こ
と
も
含
め
て
か
け
が
え
の
な
い

財
産
だ
。

悔
し
さ
も
喜
び
も
、
す
べ
て
が
今
の
自
分
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら

も
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
後
輩
の
皆
が
全
国
の
舞
台
で
活
躍
す
る
の
を
期
待
し
、
心
か

ら
応
援
し
て
い
る
。

個
性
豊
か
な
10
人

令
和
⚗
年
卒

鈴
木

愛
梨

⚒
⚐
⚒
⚕
年
卒
女
子
主
将
の
鈴
木
で
す
。
私
た
ち
の
代
は
10
名
お
り
、
在
籍

人
数
が
非
常
に
多
い
印
象
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
入
学
当
初
は
活

気
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
一
方
で
、
未
熟
さ
ゆ
え
に
監
督
や
Ｏ
Ｂ
、
先
輩
方
に
た

く
さ
ん
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
稽
古
に

垂
れ
ネ
ー
ム
を
忘
れ
て
し
ま
う
者
や
、
検
量
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
者
、
ご
飯

の
食
べ
す
ぎ
で
お
腹
を
壊
し
て
し
ま
う
者
、
挙
げ
て
し
ま
え
ば
キ
リ
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
色
々
な
意
味
で
個
性
豊
か
な
10
人
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
日
々
温
か

く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
年
が
上
が
り
部
活
動
を
牽
引
す
る
立
場
と
な
る
に
つ
れ
、
こ
の

10
人
だ
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
た
壁
も
多
く
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
女

子
主
将
と
し
て
特
に
感
じ
て
い
た
私
た
ち
の
強
み
は
、
互
い
を
高
め
合
え
る
関

係
性
で
し
た
。
試
合
が
近
く
な
れ
ば
後
輩
を
巻
き
込
み
な
が
ら
自
主
練
習
に
取

り
組
み
、
試
合
の
反
省
や
課
題
に
つ
い
て
も
仲
間
同
士
で
話
し
合
う
姿
が
日
常

的
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
宿
や
試
合
の
前
に
は
話
し
合
い
を
重
ね
、
部
活
動
全
体
の
技
術
力

の
向
上
を
目
指
し
た
稽
古
内
容
を
主
体
的
に
考
え
て
き
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
剣
道
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
人
が
多
く
、
フ
ラ

ン
ス
で
の
交
流
会
や
オ
ー
プ
ン
大
会
な
ど
に
も
多
く
の
同
期
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
成
長
に
繋
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

最
後
の
関
東
学
生
や
四
大
戦
で
結
果
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
、
同
期
を
含
め
た
部
員
た
ち
と
共
に
歩
め
た
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こ
と
は
、
大
き
な
経
験
と
財
産
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
剣
道
に
真
剣
に
向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
夏
に
は
花
火
大
会
へ

行
き
、
冬
に
は
ス
ノ
ボ
へ
行
き
、
卒
業
旅
行
で
は
み
ん
な
で
サ
ウ
ナ
に
入
り
夜

更
か
し
を
す
る
な
ど
、
剣
道
以
外
の
素
敵
な
思
い
出
も
含
め
、
多
く
の
先
輩
方

や
同
期
、部
員
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
充
実
し
た
⚔
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

剣
縁
に
感
謝

令
和
⚘
年
卒

佐
野

一
帆

⚒
⚐
⚒
⚕
年
度
、剣
道
部
主
将
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
野
で
す
。

入
部
当
初
、
私
た
ち
の
代
は
わ
ず
か
⚔
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
少
人
数
ゆ

え
の
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
一
人
ひ
と
り
の
距
離
が
近
く
、
互
い
の

成
長
を
感
じ
な
が
ら
切
磋
琢
磨
で
き
る
充
実
し
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
勉
強
や
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
仲
間

が
徐
々
に
離
れ
、最
終
学
年
を
迎
え
た
と
き
に
は
つ
い
に
⚒
名
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
主
将
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
部
を
牽
引
す
る
責
任
の
重

さ
と
、
自
分
の
力
不
足
を
痛
感
す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に

部
を
ま
と
め
ら
れ
ず
不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
る
日
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
輩
方
の
温
か
い
支
え
と
後
輩
た

ち
の
献
身
的
な
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
⚓
年
次
の
冬
に
は
、
第
十
回
武
蔵
大
学
剣
道
部
杯
高
校
生
剣
道
錬
成
大

会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
節
目
と
な
る
大
会
の
運

営
は
想
像
以
上
に
大
変
で
、
準
備
の
段
階
か
ら
多
く
の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
る
中
で
、
責
任
あ
る
立
場
と
し
て
の
自

覚
と
行
動
力
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
大
会
当
日
、
参
加
し
た
高
校
生
た
ち

が
真
剣
に
竹
刀
を
交
え
、
剣
縁
を
深
め
る
姿
を
見
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
努
力

が
形
と
な
っ
た
こ
と
を
強
く
実
感
し
、
大
き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

⚔
年
間
の
部
活
動
生
活
を
振
り
返
る
と
、
技
術
面
で
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
人
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
剣
道
で
目
標

と
し
て
い
た
全
日
本
学
生
へ
の
出
場
と
四
大
戦
の
優
勝
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
目
標
に
向
け
自
身
を
律
し
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
責
任
あ
る
立

場
で
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
変
さ
は
、
こ
の
部
で
過
ご
し
た
時
間
が
教
え

て
く
れ
た
貴
重
な
学
び
で
あ
り
、
財
産
で
す
。
決
し
て
大
規
模
な
部
活
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
の
分
深
い
絆
を
紡
ぐ
こ
と
が
で
き
た
⚔
年
間
で
し
た
。

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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武蔵大学剣道部杯
高校生剣道錬成大会

ポスター



第
四
部現

役
部
員
の
青
春





｢剣
縁
」
を
胸
に

現
武
蔵
大
学
剣
道
部
主
将

土
方

一
斗

武
蔵
大
学
剣
道
部
が
創
部
65
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
現
役
部
員
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

65
年
と
い
う
歳
月
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の

積
み
重
ね
の
中
に
、
歴
代
の
諸
先
輩
方
の
努
力
、
挑
戦
、
そ
し
て
武
蔵
大
学
剣

道
部
へ
の
深
い
愛
情
が
刻
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
幾
多
の
時

代
の
変
化
を
乗
り
越
え
な
が
ら
築
か
れ
て
き
た
伝
統
と
誇
り

は
、
今
も
な
お
私
た
ち
の
活
動
の
根
幹
を
支
え
続
け
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
歴
史
の
延
長
線
上
に
立
つ
存
在
で
あ

る
こ
と
を
常
に
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
本
学
剣
道
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
皆
様
、
指
導
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し

て
温
か
く
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
の
ご

尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
武
蔵
大
学
剣
道
部
が
あ

り
ま
す
。
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
歩
み
は
、
単
な

る
過
去
の
実
績
で
は
な
く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
へ
の
責
任

と
期
待
で
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
「
剣
縁
」
を
胸
に
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
ご
縁
を
大
切
に
し
、
そ
の
繋
が
り

を
さ
ら
に
広
げ
、
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
時
代
を
担
う

現
役
部
員
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
歴
史
に
恥
じ
ぬ
集

団
で
あ
る
た
め
に
、
そ
し
て
未
来
か
ら
振
り
返
っ
た
と
き
誇

れ
る
⚑
年
を
刻
む
た
め
に
、覚
悟
を
も
っ
て
日
々
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

創
部
65
周
年
と
い
う
こ
の
節
目
が
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
機
会
で

あ
る
と
同
時
に
、
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

武
蔵
大
学
剣
道
部
が
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
剣
縁
に
支
え
ら
れ
、
さ
ら
な
る
発
展

を
遂
げ
て
い
け
る
よ
う
、
部
員
一
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、こ
れ
ま
で
本
学
剣
道
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、

改
め
て
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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部員紹介 ~２年生~

経済学部経営学科1年の岡村有悟です。

大学では会計や経営を中心に学んでお

り、将来は幅広い分野で活躍できる力

を身につけたいと考えています。オフ

の時間は友人と過ごしてリフレッシュ

しています。部活動を通じて得た経験

を、日々の生活にも生かしていきたい

です。

経済学部経営学科の千葉蒼天と申しま

す。一年次のゼミナールでは、経済学

に対する人工知能の運用や、ダイバー

シティの勉強をいたしました。

どちらも興味深く、現代社会について

考える良い機会となりました。次年度

は、より主体性が重視されるゼミナー

ルに所属しますが、自らの力を十二分

に発揮し、学びを深めていきます。

経済学部　金融学科1年の

宮原　蓮（みやはら　れん）です。

私は、小学生1年生の頃から剣道をやっ

ていて、今も好きで続けています！

剣道だけでなく、美術や音楽などにも

興味を持っており、

月に一回ぐらいは3.4時間ぐらいかけて

絵を描いたり、週2ぐらいの頻度でカラ

オケにも行ったりしています！

経済学部金融学科吉岡武士です。

趣味はいろいろありますが、一つあげ

るとするなら旅行です。部活のない期

間などは、友達や家族といろいろなと

ころへ旅行します。大学生のうちに日

本全国旅行したいです。

高島一静です。

経済学部金融学科です。

好きなことはYouTubeを見ることで

す。

ひよごんというYouTuberの方の大ファ

ンです。

苦手なことは朝起きることです。

よろしくお願い致します！

経済学部経営学科の外山寧々です。

高校1年生の頃から第1志望だった武蔵

大学で、大好きな剣道を続けられるこ

とを心から嬉しく思っています。これ

からも「剣縁」を大切に、感謝の気持

ちを忘れず、楽しく稽古に励んでいき

たいです。

経済学部経営学科の山口那南美です。

入学して1年が経とうとしている今は部

活、バイト、剣道中心の毎日を送って

います。大学生になってできることが

増えとても楽しく、充実しています。

まだまだ家族や先輩方にたくさんご迷

惑をおかけすることもありますが、凛

とした大人になれるよう頑張りたいと

思います。

経済学部経済学科の山本凌大です。

剣道は小学校1年から続けています！

剣道だけでなくスキーもやっていて2歳

からやっています。

また、ONE OK ROCKが好きで去年の夏

にライブに行ったりしました。これか

らもたくさんのライブに行ってみたい

と思っています！

部員紹介 ~３年生~

経済学部、金融学科の相澤琥太郎です。

休日では同期の原•今井と囲碁や将棋をする

ことが多いです。

また部活動後に先輩とダーツに出かけるこ

ともあり充実した日々を過ごしています。

先日ゼミの大会があったのですが「訪日外

国人が日本経済に与える影響」というテー

マで準優勝することができました。

剣道の目標は個人、団体どちらも全日本学

生選手権に出場することです。

経済学部経済学科の原昊太郎（はらこうた

ろう）です！出身高校は神奈川県の桐光学

園高等学校です。

記念誌に載るということで、少しありきた

りかもしれませんが武蔵大学剣道部の好き

なところを紹介します！それは"みんながみ

んなのために頑張ってる"ところです。これ

は尊敬してる人から借りた言葉なのです

が、誰かのために自分が一生懸命になれる

この部活がだいすきです。

経経済学部経済学科の木場達也です！

私は特にこれといって趣味はありませんが

武蔵大剣道の65周年という記念すべき日に

在学できて感無量です。私は剣道をやって

いる人と話すことが多くプライベートでも

遊んだりします。いつも何気なく遊んでい

ますが実はこれも武蔵大剣道部の垂れ幕に

ある剣縁なのだと改めてこちらを書いて感

じました。武蔵大は最高ですね。

新潟県出身、経済学部経済学科の今井悠乃

です。趣味は美味しいご飯屋さん巡りや漫

画や小説を読んだり、映画を見たりするこ

とです。最近では筋トレもハマっていて、

常にインドアとアウトドアを反復横跳びし

ています。オフの日は友達と遊びに行った

り、美味しいものを食べたりして東京生活

を満喫しています！

経済学部経営学科所属高橋幸輝です。現

在、山崎ゼミナールに所属し、組織心理学

を中心に、個人やチームの行動が組織に与

える影響について学んでいます。今年のゼ

ミ大会ではチャレンジ枠で優勝することが

できました！！オフはサウナで整ってから

爆睡するのが大好きです！！

経済学部金融学科の成嶋悠です。

最近は単発バイトにハマっています。

希望したシフトに入れない時でも効率よく

収入を得られる点が魅力です。

友人と一緒に働くことでモチベーションを

保ちながら楽しく取り組めています。

これからも学業と両立しつつ、充実した学

生生活を送りたいです。

経済学部金融学科の西岡優太です。趣味は

読書です。本はそんなにたくさん読んでる

わけじゃないですが時間がある時に読むく

らいです。ミステリーとか結構読んでいて

最近アツかったのは「アリス殺し」です。

どうぞ読んでください
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部員紹介 ~２年生~

経済学部経営学科1年の岡村有悟です。

大学では会計や経営を中心に学んでお

り、将来は幅広い分野で活躍できる力

を身につけたいと考えています。オフ

の時間は友人と過ごしてリフレッシュ

しています。部活動を通じて得た経験
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趣味はいろいろありますが、一つあげ
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経済学部金融学科です。

好きなことはYouTubeを見ることで

す。

ひよごんというYouTuberの方の大ファ

ンです。

苦手なことは朝起きることです。

よろしくお願い致します！

経済学部経営学科の外山寧々です。

高校1年生の頃から第1志望だった武蔵

大学で、大好きな剣道を続けられるこ
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惑をおかけすることもありますが、凛
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らもたくさんのライブに行ってみたい
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部員紹介 ~３年生~

経済学部、金融学科の相澤琥太郎です。

休日では同期の原•今井と囲碁や将棋をする

ことが多いです。

また部活動後に先輩とダーツに出かけるこ

ともあり充実した日々を過ごしています。

先日ゼミの大会があったのですが「訪日外

国人が日本経済に与える影響」というテー

マで準優勝することができました。

剣道の目標は個人、団体どちらも全日本学

生選手権に出場することです。

経済学部経済学科の原昊太郎（はらこうた

ろう）です！出身高校は神奈川県の桐光学

園高等学校です。

記念誌に載るということで、少しありきた

りかもしれませんが武蔵大学剣道部の好き

なところを紹介します！それは"みんながみ

んなのために頑張ってる"ところです。これ

は尊敬してる人から借りた言葉なのです

が、誰かのために自分が一生懸命になれる

この部活がだいすきです。

経経済学部経済学科の木場達也です！

私は特にこれといって趣味はありませんが

武蔵大剣道の65周年という記念すべき日に

在学できて感無量です。私は剣道をやって

いる人と話すことが多くプライベートでも

遊んだりします。いつも何気なく遊んでい

ますが実はこれも武蔵大剣道部の垂れ幕に

ある剣縁なのだと改めてこちらを書いて感

じました。武蔵大は最高ですね。

新潟県出身、経済学部経済学科の今井悠乃

です。趣味は美味しいご飯屋さん巡りや漫

画や小説を読んだり、映画を見たりするこ

とです。最近では筋トレもハマっていて、

常にインドアとアウトドアを反復横跳びし

ています。オフの日は友達と遊びに行った

り、美味しいものを食べたりして東京生活

を満喫しています！

経済学部経営学科所属高橋幸輝です。現

在、山崎ゼミナールに所属し、組織心理学

を中心に、個人やチームの行動が組織に与

える影響について学んでいます。今年のゼ

ミ大会ではチャレンジ枠で優勝することが

できました！！オフはサウナで整ってから

爆睡するのが大好きです！！

経済学部金融学科の成嶋悠です。

最近は単発バイトにハマっています。

希望したシフトに入れない時でも効率よく

収入を得られる点が魅力です。

友人と一緒に働くことでモチベーションを

保ちながら楽しく取り組めています。

これからも学業と両立しつつ、充実した学

生生活を送りたいです。

経済学部金融学科の西岡優太です。趣味は

読書です。本はそんなにたくさん読んでる

わけじゃないですが時間がある時に読むく

らいです。ミステリーとか結構読んでいて

最近アツかったのは「アリス殺し」です。

どうぞ読んでください
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経済学部経営学科所属、剣道部主将の土方
です。
武蔵大学剣道部に入部して本当によかった
と、私自身強く感じています。
一人でも多くの部員が同じように思える部
にしていくことが目標です！
オフの日はもちろん、日常的に筋力トレー
ニングを行い、粛々と自分と向き合ってい

ます！

経済学部経営学科、見市灯です。
スケジュール帳が埋めたいがために、
稽古、遊び、バイトに明け暮れている
日々を過ごしています。
大学生のうちにしかできないこと、持
ち前の行動力を活かしてこれからも仲
間たちとたくさん思い出をつくってい
きたいと思います！

経済学経済学科の小松千乃です。大学
では経済学を中心に学び、日常の出来
事や社会の動きと結びつけて考えるこ
とを大切にしています。休日や空いた
時間にはカフェでアルバイトをしてお
り、人と接することにもやりがいを感
じています。SNSで見つけた美味しい
お店を巡り、実際に食べに行くことが
好きです。

新井海渡と申します。経済学部経済学
科に所属しており、ゼミでは関心のあ
る社会問題について、経済学的な実証
分析により原因を特定し、解決策を検

討しています。
部活動がある日は全力で稽古に取り組
み、オフの日は高校や剣友会での稽
古、アルバイト、友達と遊びに行くな
ど、充実した日々を過ごしています。

部員紹介 ~４年生~

経済学部経営学科渡辺暖果です！
書く内容に大変迷いますが、私の大好きな同
期について話をしたいと思います！全員とっ
てもキャラ濃いですが、剣道のことになると
1番熱くなれる代だし、幹部として色々不安
なことも多いですが、この同期ならなんとか
なるでしょ！って思えるほど頼りがいがあり
ます！何より一緒にいて楽しいです！そんな
同期とこのような貴重な65周年という機会を
迎えることができとても光栄に思います(^^)

服部紗也香です。経済学部経営学科に所属
しています。趣味は美味しいご飯屋さん巡
りをすることで､オフの日は遊びに行ったり
アルバイトをしたりして過ごしています。
ゼミでは人事分野を中心に、労働環境や制
度、少子高齢化などをテーマに研究してい
ます。よろしくお願いします。

宮城県出身の阿部錬です。経済学部金融学
科に所属しています。
オフの日は基本的に防具屋で働いていま
す。帰省した際は釣りとスノーボードをし
まくっています。
家で寝るより車中泊のほうが多くなること
が多々ありました。

経済学部経済学科の朝倉心愛です！
現在、女子副主将を務めております。
出身高校は東海大菅生高等学校です。
私はMrs. GREEN APPLEが大好きで、ファン
クラブにも入会しております。
ライブによく足を運び、グッズもたくさん買
ってしまうため、頑張ってバイトして貯めた
お金は気づいた時にはすっからかんです…
今後とも、武蔵大学剣道部へのご支援のほど
よろしくお願いいたします！

名前：杉原葉澄
学年：4年生
学部：経済学部
学科：経営学科
ゼミ：マーケティング
段位：四段
剣道歴：11年目
身長：163cm
体重：61キロ
利き手：右手
利き足：右足
得意技：小手打ち
苦手な技：その他全て
特技：肩甲骨が飛び出ること
趣味：海外旅行と剣道
好きなご飯：寿司
夢：200歳までに八段を取ること
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務

昭和

34 11月同好会発足 ⚖名

35 四大学第一回親善試合（⚒位） 長谷川 勲 後藤 一於

12月 部昇格

36 ⚔月 部発足 伊能 敬 大沢卯之助 後藤 一於 熊井 龍一

部長に伊能敬先生就任

37 伊能 敬 大沢卯之助 後藤 一於 熊井 龍一

38 師範に関根日吉教士七段就任 伊能 敬 関根 日吉 大沢卯之助 小池 幸夫 窪田 和孝

39 伊能 敬 関根 日吉 長谷川 勲 大石計四郎 窪田 和孝

40 伊能 敬 関根 日吉 長谷川 勲 渡辺 昭夫 窪田 和孝

41 東都（春） 初参加⚒位 伊能 敬 関根 日吉 長谷川 勲 嶺岸 弘通 伊藤 巌

（秋） 優勝

四大学男子団体 優勝

42 東都（秋） 優勝 伊能 敬 関根 日吉 長谷川 勲 天沼 茂太 坂井 達郎

四大学男子団体 優勝

43 東都（春・秋） 優勝 伊能 敬 関根 日吉 長谷川 勲 安藤 栄重 紙谷 正之

44 四大学新人 ⚒位 伊能 敬 関根 日吉 長谷川 勲 三浦 昭久 松井 邦夫

東都（秋） ⚒位

45 東都（春） ⚓位 伊能 敬 関根 日吉 緑川 毅重 眞谷 繁美 小泉 郁雄

個人 野中裕治 ⚒位

四大学個人 眞谷繁美優勝

46 関根師範八段昇段 伊能 敬 関根 日吉 緑川 毅重 臼井 千明 野中 裕治

東都（春・秋） ⚒位

四大学男子・女子（初参加）

新人⚒位

47 四大学男子団体 ⚒位 伊能 敬 関根 日吉 緑川 毅重 田中 良明 中島 敬文

個人 日下野隆 ⚓位

48 東都（春・秋） ⚒位 伊能 敬 関根 日吉 緑川 毅重 鈴木 進 内山 好雄

四大学女子団体・新人優勝

49 東都（春）⚓位（秋）優勝 伊能 敬 関根 日吉 緑川 毅重 鈴木 貞三 日下野 隆

個人 旭茂⚓位

四大学男子団体優勝・新人⚒位
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務

50 東都(春)⚓位（秋）優勝 伊能 敬 関根 日吉 岡田 行一 笹岡 秀次 三輪 知志

四大学男子団体優勝

51 東都(春)⚓位（秋）優勝 伊能 敬 関根 日吉 渡辺 昭夫 横山 賢司 旭 茂

個人 元吉美代子優勝

四大学女子団体・新人⚒位

個人 元吉美代子⚒位

52 関東学生女子ベスト⚘ 伊能 敬 関根 日吉 渡辺 昭夫 鳥海 秀夫 福田 正人

東都(春)⚓位（秋）優勝

個人 元吉美代子優勝

湯田坂技子⚒位

四大学女子団体 優勝

四大学新人⚒位

個人 高瀬幸子優勝

中尾照代⚒位

53 東都（春）⚒位 伊能 敬 関根 日吉 安藤 栄重 内藤 寧 諸井 秀雄

四大学女子団体 ⚒位

個人 梶目春規⚒位

54 関根師範範士号与授 伊能 敬 関根 日吉 安藤 栄重 中村 稔 五十嵐 稔

湯田坂技子全日本女子出場

東都(春)⚓位（秋）優勝

四大学新人優勝・女子団体⚒位

個人 中村宜司 ⚒位

中尾照代 優勝

時津美奈子⚓位

55 男子団体全日本初出場 伊能 敬 関根 日吉 安藤 栄重 戸塚 満 水鳥 一

東都（春）⚒位

四大学男子・女子・新人⚒位

個人 黒川成子 ⚒位

56 東都（春）優勝 伊能 敬 関根 日吉 安藤 栄重 勝部 徹 赤尾 嘉一

四大学新人優勝

個人 渡瀬留美子 優勝

時津美奈子 ⚓位

東都(秋)個人 土持敦志⚒位
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務

57 四大学新人優勝 伊能 敬 関根 日吉 土屋 一徳 村田 和也 古山 淳

男子団体全日本出場

東都（秋）優勝

58 東都（秋）優勝 伊能 敬 関根 日吉 土屋 一徳 本間 正巳 武田 雄一

四大学男子・新人 優勝

女子⚒位

個人 飯森秀志 ⚒位

中村邦彦 ⚓位

玉木浩毅 ⚓位

金田久二子⚒位

59 土持敦志全日本出場 伊能 敬 関根 日吉 牧野 英一 土持 敦志 三木 眞人

東都（春）優勝

四大学男子優勝・新人⚒位

個人 土持敦志 ⚒位

中村邦彦 ⚓位

菅野昭浩 ⚓位

60 東都(春)優勝(秋)⚓位 伊能 敬 関根 日吉 牧野 英一 土持 博一 永瀬 雅人

(秋)個人 杉野茂男⚓位

61 四大学個人 小池慎二⚒位 伊能 敬 関根 日吉 牧野 英一 杉野 茂男 糸井 一保

62 四大学新人 優勝 伊能 敬 関根 日吉 牧野 英一 高橋 伸喜 丸山潤一郎

63 四大学女子優勝・新人⚒位 伊能 敬 関根 日吉 牧野 英一 大平 正章 丸山潤一郎

平成

元 個人 河村あづさ優勝

東都(春)男子優勝・女子⚓位 伊能 敬 関根 日吉 牧野 英一 渡辺 賢了 阿部 浩之

四大学個人 加藤優子優勝

国岡あかね⚓位

四大学女子 優勝

個人 音和省一郎優勝

阿部浩之 ⚓位

東都(秋)男子優勝・女子⚓位

個人 菊池利輝 ⚓位

紀伊義弘 ⚓位
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務

2 男子団体全日本出場 伊能 敬 関根 日吉 笹川 敏広 紀伊 義弘 富田 真一

東都（春）女子⚓位

個人 加藤優子優勝

四大個人 加藤優子優勝

3 関根師範名誉師範就任 伊能 敬 関根 日吉 笹川 敏広 音和省一郎 高橋 誠

波多野登志夫師範就任

4 女子団体全日本出場 伊能 敬 波多野登志夫 笹川 敏広 音和省一郎 高橋 誠

5 伊能部長引退 名誉会長就任 伊能 敬 波多野登志夫 笹川 敏広 若狭 公毅 高橋 誠

四大学女子個人 梶谷浩子⚒位

東都(春・秋)女子団体⚒位

伊藤成康 部長就任

6 四大学女子団体 ⚒位 伊藤 成康 波多野登志夫 渡辺 欣五 中島 久典 吉田 克也

四大学男子個人 水谷成克優勝

宮本健二⚒位

四大女子個人 梶谷浩子⚒位

東都（秋）女子団体 ⚒位

女子団体全日本出場

7 四大学女子団体 優勝 伊藤 成康 波多野登志夫 渡辺 欣五 宮本 健二 吉田 克也

四大学男子個人 宮本健二優勝

四大学女子個人 山本順子⚒位

東都（秋）個人 宮本健二⚒位

8 四大女子団体 ⚒位 伊藤 成康 波多野登志夫 渡辺 欣五 中野 誠享 行本 哲

四大女子個人 山本順子⚓位

東都（秋）団体 ⚓位

東都(秋)個人 飯田雅裕⚓位

9 12月 松森信秀 師範就任 伊藤 成康 波多野登志夫 渡辺 欣五 川津秀一郎 山本 剛

東都（春）女子団体 ⚓位

10 四大学男子団体 ⚒位 伊藤 成康 松森 信秀 渡辺 欣五 飯田 雅裕 猪股 睦

東都(春)女子団体 ⚓位

四大学個人 戸賀崎正彦⚒位

菊地佑季⚓位

東都(秋)団体 ⚓位
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務

11 春季四大個人 今野英樹⚓位 伊藤 成康 松森 信秀 渡辺 欣五 一杉 太一 北村 聡彦

四大学団体男子 優勝

女子 ⚒位

新人 男子 ⚒位

役員改選 伊藤 成康 松森 信秀 渡辺 欣五 戸賀崎正彦 古川 大輔

12 役員改選 伊藤 成康 松森 信秀 渡辺 欣五 渡辺 博之 高橋 洋平

剣道部規約作成

13 明鏡杯 ⚒位 伊藤 成康 松森 信秀 関根 剛 小野 千尋 竹内 史好

四大学個人 三膳大輔⚒位

四大学男子団体 ⚒位

14 四大学個人 梶山裕次郎⚓位 伊藤 成康 松森 信秀 関根 剛 高橋 良平 竹内 史好

15 梶山裕次郎 全日本出場 伊藤 成康 松森 信秀 関根 剛 三膳 大輔 梶山裕次郎

16 明鏡杯 ⚒位 伊藤 成康 関根 剛 小倉 佑介 梶山裕次郎

17 四大学個人 石井瞳⚓位 伊藤 成康 酒井 勝 野村 泰久 小倉 佑介 高山 令

18 丸橋 珠樹 酒井 勝 野村 泰久 星野 将弘 高山 令

19 新道場開き 丸橋 珠樹 酒井 勝 野村 泰久 中澤 嘉洋 佐藤 弘之

20 四大学男子団体 ⚒位 丸橋 珠樹 酒井 勝 野村 泰久 中島 弘雅 尾島 慶宣

21 四大学男子団体 ⚒位 丸橋 珠樹 酒井 勝 野村 泰久 石川 雄己 宮本 泰嵩

眞谷繁美 全日本高齢者武道大会優勝

22 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 中村亮太 宮本 泰嵩
春季四大戦 男子個人
準優勝 田中将敬
第⚓位 高橋 輝

工藤令枝

夏合宿 静岡県熱海 かもめのお宿

明鏡杯 女子団体 第⚓位
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 第⚓位
23 春合宿（東日本大震災のため中止） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 加部 雄平 野澤 舞

春季四大戦 男子個人
準優勝 田中将敬
第⚓位 高橋 輝

飯野 実咲

夏合宿 群馬県嬬恋村 ホテル鹿沢 真田屋

明鏡杯 男子団体 第⚓位
女子団体 第⚓位

秋季四大戦 男子団体 第⚓位
女子団体 第⚓位
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務
24 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 高橋 輝 近澤 直憲

春季四大戦
男子個人 準優勝 高橋 輝

第⚓位 近澤直憲

倉林 舞

夏合宿 群馬県嬬恋村 ヤマダ館
明鏡杯 男子団体 第⚓位

女子団体 第⚓位
25 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 佐々木淳一 倉林 舞

春季四大戦
女子個人 優 勝 北 めぐみ

第⚓位 寒河江実来

倉林 舞

夏合宿 長野県上伊那郡飯島町
秋季四大戦 男子団体 第⚔位

女子団体 第⚓位
26 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 川邉 翔 清水 周平

春季四大戦
男子個人 第⚓位 野村竜生

第⚓位 宮澤 光
女子個人 準優勝 北めぐみ

第⚓位 本島育実

本島 育実

夏合宿 千葉県山武市蓮沼 浪川荘
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 準優勝
関東学連選抜・警視庁対抗戦
川邉 翔 出場

27 春合宿（校内）宮下優美子 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 野村 竜生 宮下優美子
夏合宿 千葉県 山武市蓮沼 浪川荘 宮下優美子
明鏡杯 男子団体 第⚓位
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 第⚔位
28 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 鈴木弘二郞 三木 崇史

春季四大戦
女子個人 準優勝 西郷麗明

吉田 知佳

夏合宿 千葉県山武市蓮沼 浪川荘
明鏡杯 第⚓位
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 第⚔位
29 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 麻生 周馬 吉田 知佳

春季四大戦
男子個人 準優勝 鈴木拓海

第⚓位 石川紘靖

吉田 知佳

夏合宿 長野県白馬村 北原館
明鏡杯 準優勝
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 第⚔位
関東学連選抜・警視庁対抗戦
麻生周馬 出場
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務
30 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 野村 泰久 髙橋 耕陽 石川 紘靖

春季四大戦 第⚓位 秋庭星太郎
夏合宿 群馬県片品村 梅田屋旅館
明鏡杯 男子団体 準優勝
秋季四大戦 男子団体 準優勝

女子団体 第⚔位
関東学連選抜・警視庁対抗戦
鈴木拓海 出場

令和
元 春合宿（校内） 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 戸賀﨑正彦 鈴木 拓海 田中優太朗

夏合宿 新潟県湯沢町 丸大ハウス 西郷 麗明
明鏡杯 男子団体 優勝 （ 第⚑回大会から17回連続で優勝してきた立教大学に決勝戦で勝ち優勝 ）
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 第⚓位
全日本女子学生剣道大会出場
酒井 実祐

2 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 戸賀﨑正彦 金本 龍輔 天野 祐輔
関根 実紗

新型コロナウイルス感染症予防対策のため、関東学生剣道連盟主催大会、各種大会、新入生歓迎会などの行事及
び道場での稽古はすべて中止。
秋季四大戦も中止となったが、⚔年生の引退試合として学習院大学を会場に男子団体戦を開催。
卒部記念写真撮影会 令和⚓年⚓月13日（土）
「惠文館」道場において卒部・卒業記念写真撮影会を実施。

3 春合宿※ 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 戸賀﨑正彦 嶋村 優 小抜 達哉
春季四大戦
女子個人 優 勝 鈴木愛梨

準優勝 安住幸恵

酒井 実祐

夏合宿※
秋季四大戦 男子団体 準優勝

女子団体 優勝
全日本学生剣道選手権大会出場
小川蒼太郎（⚔年）
明鏡杯※

4 春合宿※ 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 戸賀﨑正彦 菅田康二郎 森田 晴貴
春季四大戦
女子個人 優 勝 鈴木愛梨

第⚓位 朝倉 綸

安住 幸恵

夏合宿※
秋季四大戦 男子団体 準優勝

女子団体 準優勝
明鏡杯 男子団体 第⚓位

女子団体 準優勝

※新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止
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年次 項 目 部 長 師 範 監 督 主 将 主 務
5 春季四大戦 丸橋 珠樹 笹岡 秀次 戸賀崎正道 金井 將瑛 金井 將瑛

女子個人 優 勝 朝倉 綸
第⚓位 見市 灯

安住 幸恵

夏合宿 山梨県山中湖 東照館
（⚔年ぶりに実施）
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 優 勝
明鏡杯 女子団体 準優勝

6 春季四大戦 鈴木 正明 笹岡 秀次 戸賀崎正彦 倉島 春太 神山 凛
男子個人 準優勝 倉島春太
女子個人 第⚓位 朝倉 綸

鈴木 愛梨

夏合宿 群馬県尾瀬戸倉マルイ旅館
明鏡杯 台風のため中止
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 準優勝
フランスオープン大会
男子個人優勝 倉島春太

7 春季四大戦 鈴木 正明 笹岡 秀次 戸賀崎正彦 佐野 一帆 本松 侑大
男子個人 優 勝 宮原 蓮
女子個人 第⚓位 朝倉心愛

見市 灯 阿部 錬

夏合宿 福島県二本松市岳温泉
明鏡杯 男子団体 準優勝

女子団体 準優勝
秋季四大戦 男子団体 第⚓位

女子団体 準優勝
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武蔵大学剣道部規約
第一章 総 則
第⚑条 名称・所在

本部は、「武蔵大学体育連合会剣道部」と称し（以下本部という）、東京都練馬区豊玉上⚑の26
武蔵大学内を所在地とする。

第⚒条 目 的
本部は武蔵大学の課外活動の一環として剣道を修練し、部員相互の親睦と人間形成を図ること
を目的とする。

第⚓条 暴力排除主義
本部の活動は「体育」の一環として為されるものであり、暴力、体罰は一切これを排除する。

第⚔条 部 員
①本部員は本規則を充分理解し遵守しなくてはならない。
②本部員は定められた稽古、試合、その他行事等に参加しなければならない。やむを得ない理
由により欠席する場合は、事前に口頭もしくは書面を以って主将に届け出るものとする。

③本部員は武蔵大学に在籍するものとし、⚔年間を超えることはできない。
④入部を希望する者は、別紙に定める入部届（別紙1）に記入、提出のうえ、その日より⚑ヶ月
の仮入部期間を経て、幹部会の承認を以って入部することができる。

⑤本部員が、③項の事由以外の理由で退部を希望する場合は、別紙に定める退部届（別紙2）に
記入し、主将に提出しなければならない。その際、一年分の関東学生剣道連盟会費・東京都
学生クラブ会費（所属している者のみ）を自費とし、徴収する。なお、提出済みの個人情報
は、退部日をもって本部役員（主務または副務）が削除する。

⑥本部員が、本部の名誉を著しく傷つけた場合、又は本規約に反する行為で多大な迷惑をかけ
た場合は、幹部会の議決により退部する。

⑦本部員が、事情により休部を希望する場合は、別紙に定める休部届（別紙3）に記入し、主将
に提出しなければならない。また、病気・怪我等での場合は、部費を休部期間中は免除する。
その場合は、病院の診断書も一緒に提出すること。

⑧本部員は、武蔵大学卒業後、本部の卒業生で構成される「武蔵大学剣友会」（以下武蔵剣友会
という）の会員となる。その際は武蔵剣友会会員名簿に必要な個人情報を提出しなければな
らない。

第二章 年 度
第⚕条 年 度

本部は⚑月⚑日から翌12月31日までを以って⚑年度とし、元号を以ってその年度を表示する。
ただし、会計年度のみ⚔月⚑日から翌⚓月31日までを⚑年度とする。

第三章 組 織
第⚖条 上部団体

本部は武蔵大学体育連合会を上部団体とする。
第⚗条 幹部会

本部の最高議決機関として、幹部会を置く。本会は必要に応じて招集され、第⚙条で定められ
た役員で構成される。決議事項は出席役員の過半数を以って議決される。但し、補佐と専任マ
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ネージャーは必要に応じて招集され、議決には参加しないものとする。なお、議長には主将が
任ずる。

第⚘条 総 会
本部は、役員の任期末に当たる毎年12月に総会を開催し、年内の活動報告および会計報告（概
算）を行うものとする。総会は、本部の全員が出席し、幹部会の主導のもと、年内活動の成果
や課題について共有・議論を行い、次年度に向けた改善点を確認する場とする。なお、決算報
告は会計年度末に準じて毎年⚓月末に書面を以って行い、全員に周知する。

第⚙条 役 員
本部は次の役員をそれぞれ⚑名置くものとする。
部 長：本部の最高責任者とし、武蔵大学の教授もしくは助教授の中から前任部長の推薦を

以って選任される。
顧 問：顧問は武蔵大学の教職員の中から部長の推薦により選任され、部長に次ぐ責任者と

する。
師 範：主として剣道の技術指導に任じ、本部の卒業生で組織する武蔵大学剣友会の推薦を

以って選任される。
監 督：主として部活動全般の指導を任じ、本部の卒業生で組織する武蔵大学剣友会の推薦

を以って選任される。
男子主将：本部員の中から信任を得て選任され、本部員の代表、もしくは最高責任者として本

部員を統率し、本部活動の計画、立案、実行に任ずる。男子部員の中から選出され
る。

女子主将：本部員の中から信任を得て選任され、本部員の代表、もしくは最高責任者として本
部員を統率し、本部活動の計画、立案、実行に任ずる。女子部員の中から選出され
る。

主 務：本部員の中から信任を得て選出され、常に主将と連携をとりながら、専ら本部活動
の運営実務の遂行と、対外交渉に任ずる。

会 計：本部員の中から信任を得て選任され、本部の翌年度の予算案の作成、当年度の決算
の報告、毎月次会計処理に任ずる。

学連幹事：本部員の中から信任を得て選任され、関東学生剣道連盟の幹事会に出席し、同会と
の連絡調整に任ずる。

補 佐：男子主将、女子主将、主務、会計は各々必要に応じてその補佐を選任することが出
来る。この場合は男子副将、女子副将、副務、副会計と称す。

専任マネージャー：本部員の中から本人の希望により主将より指名を受け、主として主務の指
示により日常生活の部活動の世話役に任ずる。

第10条 役員の任期
①第⚙条に定められた役員（会計は除く）の任期は、第⚕条に定められた年度とし、当年度役
員は毎年12月15日迄に次年度役員を選出し、関係者に通知する。

②役員の再任、重任はこれを妨げない。
③やむを得ない事由により役員が任期途中で退任した場合は、後任を選任することが出来るが、
その任期は、前任者の残存期間とする。

④会計の任期は、第⚕条に定められた会計年度とし、当年度役員は毎年12月15日迄に次年度役
員を選出し、関係者に通知する。
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第四章 会 計
第11条 会 費

①本部は本部員から月額⚒,⚐⚐⚐円の部費を徴収する。
②徴収期間を大学1年生の5月から大学4年生の⚑⚒月までとする。ただし、⚑月分のみ徴収し
ない。

③合宿、コンパなど多額の出費を要する場合は、第①項に定められた部費の他に、適宜徴収す
ることができる。

第12条 寄付金
①本部は、本部の卒業生で構成される「武蔵大学剣友会」もしくはその会員、本部員の保護者、
大学当局より寄付金を受けることが出来る。

②第①項に定められたもの以外より寄付金を受ける場合は、幹部会の承認を得ることとする。
第13条 会計報告

会計役員は、各年度の会計報告（概算）を毎年11月末までに幹部会に報告して承認を得ること
とし、毎年総会にて報告する。加えて、⚓月末に書面を以って全員に決算報告を行わなくては
ならない。

第五章 活 動
第14条 活動内容

本部は次の項の「試合」又は「催し」等に参加もしくは主催をするものとする。
①本部で定めた稽古会
②関東学生剣道選手権大会
③四大学学生剣道選手権大会
④明鏡杯争奪剣道大会
⑤関東学生剣道優勝大会
⑥四大学運動競技大会「剣道」大会
⑦関東学生剣道新人戦大会
⑧関根杯、伊能杯剣道大会
⑨武蔵大学剣道部杯高校生剣道錬成大会
⑩その他本部活動に必要とされる事項と慣習的に行われる合宿、コンパ等。

第六章 改 定
第15条 本規約は、幹部会の全構成員の賛成を以って改定することが出来る。

制定 平成12年⚓月15日
改定 令和⚖年⚑月10日

全面的に改定
改定 令和⚖年11月17日

第三章 第⚘条に総会を追加
第三章 第⚙条に顧問を追加
第三章 第10条 ④に会計の任期を追加
第四章 第13条に会計報告（概算）と決算報告を追加
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武蔵大学剣友会規約
第一章 総 則
第⚑条 名称・所存

本会は「武蔵大学剣友会」と称し、本部を東京都練馬区豊玉上⚑－26－⚑ 武蔵大学剣道部内
に置く。

第⚒条 目 的
本会は、会員相互の親睦を図り、併せて武蔵大学剣道部の発展を助成することを目的とする。

第⚓条 会 員
名誉会員：武蔵大学剣道部及び本会の発展に寄与した本会の総会で承認された者。
会 員：
①武蔵大学剣道部に⚔年間在籍した者及び⚔年次に在籍した者は、本会会員とする。
但し特に入会を希望しない者は、その卒業式の前日までに本会会長宛書面をもって届け出る
こと。

②武蔵学園に在籍した者で本会に入会を希望し、役員会で承認を得た者。
第⚔条 入会・退会

入 会：前条会員①項の者は、卒業日の翌日を入会日とし、②項の者は入会を希望した次の
役員会で承認を得た日とする。

退 会：会員は、原則として終身会員とし、特別な場合に限り役員会の承認を得て退会する
ことが出来る。

第⚕条 除 名
会員は、本会の名誉を著しく損なった場合は、役員会の決定により除名されることがある。

第二章 組織
第⚖条 総会

総会は、本会の最高機関とし、会長の召集により全会員の構成をもって毎年⚗月に開催し、議
長は幹事長とする。総会の決議事項は、
①役員の選出（互選）
②年次活動方針の承認
③年度会計報告及び予算の承認
④その他重要事項の決定（規約の改定等）
とし、出席者の過半数を持って決定する。

第⚗条 役員会
役員会は、総会に上程する議案の承認を行う。会長の召集により役員及び剣道部監督の構成を
もって、年⚒回以上開催する。但し、必要に応じその都度年代幹事を加えることが出来る。

第⚘条 三役会
緊急事案は、三役（会長、副会長、幹事長）の合議により、議案を決定、実施するものとし、
その決定事項は事後、役員会に報告し、承認を得るものとする。

第⚙条 役員
本会は、以下の役員を置く。役員の任期は⚑年とし再任を妨げない。
・名誉会長 ⚑名。名誉会員の中から選出する。
・会 長 役員の中から選出し、本会の代表として運営の最高責任を負う。
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・副 会 長 ⚒名。会員の中から選出し、会長を補佐する。
・幹 事 長 ⚑名。本会員の中から選出し、本会運営の実務的責任を負い、総会の議長及び松

森基金 の理事長を兼務する。
・副幹事長 ⚒名。本会員の中から選出し、幹事長を補佐代行する。
・会計監査 ⚑名。本会員の中から選出し、決算等の会計監査を行う。
・会計幹事 ⚑名。本会員の中から選出し、本会の会計処理全般と決算業務及び予算案の作成

を行う。その補佐を会員も中から任命出来る。
・学連幹事 東京都学連剣友連合会の任命する役員となり、本会との連絡調整を行う。他の役

員の兼務を妨げない。
第10条 年代幹事

卒業年次毎に原則⚑名。幹事会を通じ本会の運営を行う他、各卒業年次毎の会員の窓口として
連絡、提携を図る。

第三章 会計
第11条 会計年度

本会会計は⚗月⚑日から翌⚖月末日をもって⚑年とする。
第12条 会費

本会の会員が支払う会費は、原則として年会費とする。但し、記念事業を開催する場合は、そ
の都度、特別会費を徴収することがある。

第13条 その他収入
通常運営会費、記念偉業費を補填するために寄付金を募ることがある。

第14条 会計細則
本会の会計については、別途、細則を設け運営する。

第四章 事 業
第15条 記念事業

本会は、剣道部創設周年記念事業、会員の八段昇段祝賀会等の事業を実施する。
第16条 松森基金

①本基金は、剣道部員の経済的困窮を、一時的に救済するために、小口融資制度「松森基金」
を運営する。

②別途、松森基金規約を制定し、この規約に准じて運営する。
第17条 慶 弔

会員もしくは家族より次の事項の通知があった場合は各々に応じ定められたお祝い、お悔やみ
を実施する。
①会員が七段に昇段した場合は、⚓万円相当の記念品を贈呈する。
②会員が六段に昇段した場合は、⚑万円相当の記念品を贈呈する。
③当会員が結婚した場合は、祝電を配信する。
④本学剣道部員が四段に昇段した場合は、⚑万円相当の記念品を贈呈する。
⑤会員本人が逝去した場合は、生花と弔慰金（香典）⚑万円を遺族に送達する。
⑥会員の父母、配偶者、子女が逝去した場合、弔電を配信する。
⑦武蔵大学剣道部員及び師範、部長、監督の父母、配偶者又は子女が逝去した場合は、生花を
送達する。
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⑧会長は、上記1項より⚗項以外、必要に応じて慶弔のお祝いもしくはお悔やみを実施できる。

制定 平成⚒年10月20日
改定 平成⚕年⚔月24日
改定 平成⚙年⚔月19日
改定 平成11年⚓月26日
改定 平成13年⚓月31日
改定 平成16年⚗月10日
改定 平成19年⚗月14日
改定 平成22年⚗月17日
改定 平成23年⚗月⚙日

武蔵大学剣友会会計細則
第⚑条 男子会員の年会費

男子会員の年会費は、10,000円以上とし、毎年⚗月末日までに指定口座に振り込むこととする。
第⚒条 女子会員の年会費

女子会員の年会費は、3,000円以上とし、毎年⚗月末日までに指定口座に振り込むこととする。
第⚓条 特別会費

特別会費の額は、記念行事毎に幹事会で決定する。
第⚔条 寄付金

寄付金は、一口1,000円とし本趣旨に賛同する会員は、毎年⚗月末日までに指定口座に振り込む
こととする。

第⚕条 指定口座
武蔵大学剣友会幹事長にお問い合わせください。

制定 平成⚒年10月20日
改定 平成⚕月⚔月24日
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